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注 意 障 害 グループワーク 《 実 施 前 》 アンケート          

                       氏名：                 

 

●次の設問の①～⑤のうち当てはまるところに 〇 をつけてください。 

１． 私の注意力は、 

①とても悪い   ②やや悪い   ③普 通  ④やや良い  ⑤とても良い 

 

●次の設問の当てはまるところに 〇 をつけてください。 

 

 

いまの時点で、自分の注意力について改善したいと思うこと、さらに良くしたいと思う

こと、対処したいと思うことがあれば教えてください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

２．自分の注意力の特徴を理解し

ている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

３．どんな時に自分の注意力が 

良い／悪いかをわかっている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

４．自分の注意力の特徴を周囲に

説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

５．自分の注意力についての対処

方法を知っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

６．自分の注意力にどのような 

配慮が必要か周囲に説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

７．自分の注意力をさらに良くして

いけると思っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

資料№１ 

 

 

注 意 障 害 グループワーク 《 実 施 後 》 アンケート          

                       氏名：                 

 

●次の設問の①～⑤のうち当てはまるところに 〇 をつけてください。 

１． 私の注意力は、 

①とても悪い   ②やや悪い   ③普 通  ④やや良い  ⑤とても良い 

 

●次の設問の当てはまるところに 〇 をつけてください。 

 

注意障害グループワークを終えて、自分の注意力について改善したいと思うこと、さら

に良くしたいと思うこと、対処したいと思うことがあれば教えてください。（自由記述） 

  

 

 

 

 

 

 

２．自分の注意力の特徴を理解し

ている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

３．どんな時に自分の注意力が 

良い／悪いかをわかっている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

４．自分の注意力の特徴を周囲に

説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

５．自分の注意力についての対処

方法を知っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

６．自分の注意力にどのような 

配慮が必要か周囲に説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

７．自分の注意力をさらに良くして

いけると思っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

資料№２ 
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注 意 障 害 グループワーク 《 実 施 後 》 アンケート          

                       氏名：                 

 

●次の設問の①～⑤のうち当てはまるところに 〇 をつけてください。 

１． 私の注意力は、 

①とても悪い   ②やや悪い   ③普 通  ④やや良い  ⑤とても良い 

 

●次の設問の当てはまるところに 〇 をつけてください。 

 

注意障害グループワークを終えて、自分の注意力について改善したいと思うこと、さら

に良くしたいと思うこと、対処したいと思うことがあれば教えてください。（自由記述） 

  

 

 

 

 

 

 

２．自分の注意力の特徴を理解し

ている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

３．どんな時に自分の注意力が 

良い／悪いかをわかっている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

４．自分の注意力の特徴を周囲に

説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

５．自分の注意力についての対処

方法を知っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

６．自分の注意力にどのような 

配慮が必要か周囲に説明できる 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

７．自分の注意力をさらに良くして

いけると思っている 

 
全く 

思わない 
あまり 

思わない 
どちら 

でもない 
やや 

そう思う 
そう思う 

資料№２ 
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資料№３

　月　　　日　　～　　　月　　　日

月 火 水 木 金

ふせんを使用した

手順書を使用した

アラーム・タイマーを使用した

ルーラーを使用した

書見台を使用した

拡大鏡・老眼鏡を使用した

レ点チェックやマスキングなど視点を定めること
で、どこまで作業を行ったか一目でわかるように
した

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

行ズレ防止のために入力セルに色を付けたり、
作業の進んだところに目印などを置いた

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業後に指さして見直すなど確認の工夫を
行った

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

休憩を定期的、またはこまめにとった

集中力を要する作業を疲労の少ない午前中に
行うなど、作業スケジュールの組み方を工夫し
た

午後に疲労に備えて昼休みの過ごし方を工
夫した

自分にとって必要な睡眠時間を前日に確保
した

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

音楽を聴く、お風呂に入る、お茶を飲む等の時間
を設けた

呼吸法やストレッチをするなどリラクゼーション技法
を行った

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目の前に必要な物だけ準備する、視界にはいる
余分な刺激を減らすなどした

周囲の動きや物音に注意がそれないよう、作業
台を壁側に向けたり、パーテーションを使い視
界を遮った

必要以上の情報が入らないよう、耳栓や周囲
の騒音をカットするノイズキャンセリングヘッド
フォンを利用した

部屋を適切な明るさや温度に調整した

その他（　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　）

目印

見直し

注注意意のの自自己己対対処処・・環環境境調調整整ののチチェェッッククリリスストト　　

物理的環
境の整備

自己対処の
工夫(外的

環境)

外的補助
具の活用

疲労のマネ
ジメント

自己対処の
工夫(内的

環境)

リラクゼー
ション

資料No.3
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・脳の病気や事故などの後遺症から、脳の機能に障害が
起こることを高次脳機能障害と言います。

・高次脳機能障害の主な原因には、次の３つがあります。

8

高次脳機能障害とは

参考：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

脳 卒 中：血管が切れたり、つまったりすること

脳 外 傷：事故により傷つけられたり、圧迫されたりすること

脳炎・脳症：炎症を起こしたり、酸素が不足すること

講義１ 高次脳機能障害とは

１ 高次脳機能障害とは
２ 注意障害とは

講義

本日の内容

１ 高次脳機能障害とは

２ 注意障害とは

３ 続けられる力と見つけられる力

【体験ワーク】

４ まとめ

6

はじめに

【講義１】

【講義２】

グループワークの目的

5

自分の注意の特徴を知り、説明でき

るようになる。

自己対処の方法

職場に配慮を求めること

について整理する

はじめに 高次脳機能障害と注意障害

グループワークの構成

4

・１回 分×５回

・「講義」で学んだ内容について、「体験ワーク」や
「意見交換」を通して理解を深めていきます。

・学んだ内容を身につけられるよう、日々の「プ
チトレーニング」を通して練習をしていきます。

はじめに

自己紹介
アンケート用紙を記入し、自己紹介を行ってみましょう。

• 私は・・・
➢ 私の名前は幕張太郎です。

• 私の注意力の強みは・・・
➢ 私の注意力の強みは、探しものが得意なことです。

3

はじめに

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• プチトレーニングを忘れないように工夫する

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

注意障害
グループワーク

第１回

❷

❹

❻

❽❼

❸

❶

❺
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続けられる力と見つけられる力
注意の持続と注意の選択

体験ワーク２．見つけられる力（選択）

15

講義２ 注意障害とは（見つけられる力）

●いろいろな刺激の中から、他の刺激に振りまわされないで
１つの刺激を選択できること。

・主に目で見るものと、耳で聞くものがある。

例えば…

＜目で見る＞

・スーパーの棚から、買いたい商品を探すとき

・誤字、脱字や計算ミスを見つけるとき

＜耳で聞く＞

・混んでいるレストランで友人の話を聞くとき

・オフィスで上司の声を聞き分けるとき

１．続けられる力（持続）

14

●注意がそれずに目的を持った行動を行うこと。

・主に目で見るものと、耳で聞くものがある。

例えば…

＜目で見る＞

・本や新聞を読むとき

＜耳で聞く＞

・ラジオを聞くとき

＜両方＞

・映画やテレビを観るとき

・会議でプレゼン発表を聞くとき

講義２ 注意障害とは（続けられる力）講義２ 注意障害とは（注意の４つの機能）

13

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

注意には、４つの機能があると言われています。

今回は「続けられる力」と「見つけられる力」に
ついて説明します。

立ち上がってストレッチ

11

こんなことに困っていませんか？

・誤字・脱字や計算ミスに気づけない。

・家事や趣味を始めても、すぐに疲れたり、

あきたりして やめてしまう。

・物事に熱中して他のことに気がつかない。

これらは、「注意障害」の主な症状と言われています。

【今回のグループワークでは、注意障害について取り上げて
いきます】

出典：高次脳機能障害 特性チェックシート

講義２ 注意障害とは

講義１ 高次脳機能障害とは

10

損傷された脳の反対側

に意識がいかなくなる

障害です。

■ 半側空間無視

だんどりや手順が、効

率よくできなくなる症

状です。

■ 遂行機能障害

情緒や意欲のコント

ロールがうまくいかず、

状況に適した行動がと

れなくなる症状です。

■ 行動と情緒の障害

高次脳機能障害の主な症状

参考：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」9

続けることや物事を見

つけること、いくつか

のことに注意を向けた

りすることがうまくい

かなくなります。

■ 注意障害

いま見たり聞いたりし

たことを覚える力が弱

まる症状が出ます。

■ 記憶障害

言葉の障害で、文章の

読み書きができない、

言葉が出てこない、言

葉の意味が分からない、

といった症状が出ます。

■ 失語症

高次脳機能障害の主な症状

参考：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

講義１ 高次脳機能障害とは

❿

⓬

⓮

⓰
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⓯
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休憩

23

●問題

１．○○○○読書会 ○○○○に入る言葉は何でしょう？

２．記事の中に出てきた犬の犬種は何ですか？

３．この取り組みのもととなった活動は何ですか？

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

２．見つけられる力（選択）

22

＜体験ワーク３＞ 耳で聞く「見つけられる力」の体験

・今から、２人のスタッフで別々のニュース記事を同時に読み
上げます。

私の読み上げたニュース記事の内容について、質問に答えて
もらいますので、よく聞いてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

21

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

ええせせははわわかかつつりりららひひいいままととろろせせわわおおああももたたここななぬぬほほろろららううみみききややヘヘ

みみんんささららよよははくくちちおおむむああるるひひすすててええふふぬぬせせかかおおままへへめめふふりりけけせせれれむむ

ちちををたたりりそそららみみここええししははああかかほほてておおままききううろろととわわののいいむむふふににちちららんん

ううよよわわははろろかかささききああたたりりけけいいひひせせここふふははむむぬぬたたおおそそりりええけけみみららすすうう

ちちととおおっっここいいりりへへええななけけめめよよははははととりりわわささよよんんわわううせせろろそそええききああみみ

ぬぬたたそそほほおおままししせせいいははかかふふととわわりりささええききひひああむむららももここみみききろろすすははきき

けけててむむええむむああににららおおかかすすけけわわろろみみちちななええぬぬききふふいいななへへににららししふふりりいい

ああししすすははつつふふかかりりちちええよよららふふりりぬぬききんんののららままろろむむせせよよいいつつむむそそささたた

ははろろここよよろろううああみみすすむむののままおおけけええるるせせめめははわわふふささんんちちききたたななろろししをを

りりむむおおそそささほほららけけいいぬぬおおははほほりりわわああままかかななむむちちひひょょええららああににみみすすうう

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

20

＜体験ワーク２＞ 目で見る「続けられる力」の体験

・次の問題の、「ら」の文字に〇をつけていってください。

・１行目の左端から始めて右方向に進んでください。

右端までいったら、また次の行の左端に戻って、同じように
右方向に進んでください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

19

●問題

１．海鮮漬け丼はどこの名物ですか？

２．添えられたサラダは何サラダですか？

３．値段は税込みで、何円から何円になりましたか？

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

１．続けられる力（持続）

18

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

＜体験ワーク１＞ 耳で聞く「続けられる力」の体験

・今から、新聞記事を読み上げます。その内容について、質問
に答えてもらいますので、よく聞いてください。

体験ワークについて

17

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

・これから、いくつかのワークに取り組んでいただきます。

・ワークは全て、「続けられる力」や「見つけられる力」など
の注意機能がそれぞれどのようなものか体験し、理解す
るためのものであり、テストではありません。

⓲

⓴

�

�

⓱

⓳
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次回の内容

次回 月 日 時～
31

１ 注意障害とは

（同時に注意を向ける力と切りかえる力）【講義１】

２ 同時に注意を向ける力と切りかえる力

【体験ワーク】

３ 注意障害の対処手段【講義２】

４ まとめ

まとめ

30

・これから第２回までの間、１回 分程度の課題に取り組
み、その記録をつけていただきます。

内容は「見つけられる力」に関するものです。

・プチトレーニングへの取り組みをもとに、「自己チェッ
ク表（裏面）」を次回のグループワークまでに記入してき
てください。

プチトレーニング

まとめ

29

・注意には４つの機能があると言われています。

１．続けられる力

●注意がそれずに目的を持った行動を行うこと。

２．見つけられる力

●いろいろな刺激の中から、他の刺激に振りまわされないで１つの刺激

を選択できること。

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

まとめ１．自分の注意の特徴について、別紙の「自己チェック表」
のおもて面に記入してみましょう。

２．自分の注意の特徴について、気が付いたことはありまし
たか？

（得意な課題や苦手な課題、その他気がついたことなどを
話し合いましょう）

27

意見交換

26

＜体験ワーク５＞ 目で見る「見つけられる力」の体験

上下の文章を読み比べて、

下の文章の間違っている箇所に〇をつけてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

25

＜体験ワーク４＞ 目で見る「見つけられる力」の体験

・左のイラストと右のイラストを見比べて、違いを５つ見つけてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

�

�

�

�

�

�

�

資料No.4

78



注注
意意
障障

害害
にに
対対
すす
るる
学学
習習
カカ

リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回
 

＜ ＜
体体
験験

ワワ
ーー
クク
３３
（（
同同
時時
にに

読読
みみ
上上
げげ
るる
記記
事事
：：

問問
題題
のの
回回
答答
とと
なな
るる

記記
事事
））
＞＞

  

子こ

ど
も
が
犬い

ぬ

に
本ほ

ん

を
読よ

み
聞き

か
せ
る
。「

わ
ん
わ
ん
読
書
会

ど
く

し
ょ

か
い

」
と
名
付

な
づ

け
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取と

り
組く

み
が
、
子こ

ど
も
図
書
館

と
し

ょ
か

ん

で
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
。
声こ
え

を
出だ

し
て

文
章

ぶ
ん

し
ょ

う

を
読よ

む
こ
と
に
苦
手

に
が

て

意
識

い
し

き

が
あ
る
子こ

ど
も
に
、
人
目

ひ
と

め

を
気き

に
せ
ず
読
書

ど
く

し
ょ

に
親し

た

し
ん
で
も
ら
う

狙ね
ら

い
が
あ
る
。
動
物

ど
う

ぶ
つ

と
触ふ

れ
合あ

っ

て
心
こ

こ
ろ

を
癒い

や

す
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」
を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
た

活
動

か
つ

ど
う

で
、
国
内

こ
く

な
い

で
の
実
施

じ
っ

し

は
珍

め
ず

ら

し
い
と

い

う
。
 

こ
の
日ひ

、
午
後

ご
ご

１
時じ

か
ら

行
お

こ
な

わ
れ
た
「
わ
ん
わ
ん
読
書
会

ど
く

し
ょ

か
い

」
で
は

小
学

し
ょ

う
が

く

１
・
３
年ね
ん

の
児
童

じ
ど

う

４
人に

ん

が
、
柴
犬

し
ば

い
ぬ

や
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
に
寄よ

り
添そ

い
絵
本

え
ほ

ん

を
読よ

み
聞き

か
せ
た
。
 

子こ

ど
も
た
ち
が
本ほ
ん

を
読よ

む
脇わ

き

で
、
犬い
ぬ

た
ち
は
じ
っ
と
座す

わ

っ
て
い
た
り
、
す
や
す
や
と
寝
息

ね
い

き

を
立た

て

て
寝ね

て
い
た
り
し
た
。
 

参
加

さ
ん

か

し
た
８
歳さ

い

の
女

お
ん

な

の
子こ

の
母
親

は
は

お
や

は
「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
子こ

ど
も
の
朗
読

ろ
う

ど
く

に
耳み

み

を
澄す

ま
せ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
」
と
話は

な

し
た
。
こ
の
取と

り
組く

み
は
、
米
国

べ
い

こ
く

で
１
９
９
９
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
「
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
」
活
動

か
つ
ど

う

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
て
い
る
。
 

移
民

い
み

ん

の
多お

お

い
米
国

べ
い

こ
く

で
、

字じ

を
読よ

む
の

が
苦
手

に
が

て

な
子こ

ど
も

ら
が

犬い
ぬ

に
読よ

み
聞き

か
せ

を
す

る
と

間
違

ま
ち

が

い
を

指
摘

し
て

き

さ
れ

た
り

、
か

ら
か

わ
れ

た
り

し
な

い
た

め
、

自
己

じ
こ

肯
定
感

こ
う

て
い

か
ん

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
う

り
ょ

く

が
高た

か

ま
る
効
果

こ
う

か

か
確
認

か
く

に
ん

さ
れ
た
。
 

注注
意意
障障

害害
にに
対対
すす
るる
学学
習習
カカ

リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回
 

＜ ＜
体体
験験

ワワ
ーー
クク
１１
（（
読読
みみ
上上

げげ
記記
事事
））
＞＞

  

地
魚

じ
ざ

か
な

て
ん
こ
も
り
海
鮮

か
い

せ
ん

漬
け

づ

丼ど
ん

が
今
日

き
ょ

う

か
ら

飲
食

店
い

ん
し

ょ
く

て
ん

で
提

供
て

い
き

ょ
う

さ
れ
る
。
 

幕ま
く

張は
り

市し

の
飲

食
店

い
ん

し
ょ

く
て

ん

や
観
光

か
ん

こ
う

業
者

ぎ
ょ

う
し

ゃ

ら
が
考
案

こ
う

あ
ん

し
た
「
海
鮮

か
い

せ
ん

漬
け

づ

丼ど
ん

」
が
２
０
１
０
年ね
ん

に
誕

生
た

ん
じ

ょ
う

し

て
、
１
０

周
年

し
ゅ

う
ね

ん

に
な
る
の
を

記
念

き
ね

ん

し
、
１
０

周
年

し
ゅ

う
ね

ん

記
念

き
ね

ん

バ
ー
ジ
ョ
ン
の

提
供

て
い

き
ょ

う

が
今
月

こ
ん

げ
つ

１
日

つ
い

た
ち

か
ら

市
内

し
な

い

の
飲

食
店

い
ん

し
ょ

く
て

ん

な
ど
で
始
ま
る

は
じ

。
 

幕ま
く

張は
り

市し

の
海
鮮

か
い

せ
ん

漬
け

づ

丼ど
ん

は
、

お
醤
油

し
ょ

う
ゆ

に
漬
け

つ

込
ん
だ

こ

魚
介

ぎ
ょ

か
い

と
名
物

め
い

ぶ
つ

の
な

め
ろ

う
を

合
わ

せ
た

豪
華

ご
う

か

な
海
鮮

か
い

せ
ん

漬
け

づ

丼ど
ん

と
な
っ
て
い
る
。
 

江
戸

え
ど

時
代

じ
だ

い

の
伝
奇

で
ん

き

小
説

し
ょ

う
せ

つ

「
南
総
里
見
八

な
ん

そ
う

さ
と

み
は

っ

犬
伝

け
ん

で
ん

」
に
ち
な
み
地
場
産

じ
ば

さ
ん

の
魚
介

ぎ
ょ

か
い

８
種し
ゅ

を
使
っ
た

つ
か

看
板

か
ん

ば
ん

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供

て
い

き
ょ

う

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
１
０

万ま
ん

８
２
０

食
し

ょ
く

が
販
売

は
ん

ば
い

さ
れ
た
。
 

１
０

周
年

し
ゅ

う
ね

ん

記
念

き
ね

ん

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
海
鮮

か
い

せ
ん

漬
け

づ

丼ど
ん

に
な
ま
り
節ぶ

し

の
出
汁

だ
し

を
付
け
て

つ

、
海
鮮

か
い

せ
ん

茶
漬
け

ち
ゃ

づ
け

と
し

て
食
せ
る

し
ょ

く

よ
う

に
ア

レ
ン

ジ
を

加
え

く
わ

、
地
場
産

じ
ば

さ
ん

の
鰹か
つ

お

を
の

せ
た

カ
ル

パ
ッ

チ
ョ

サ
ラ

ダ
と

、

同
じ
く
地
場
産

じ
ば

さ
ん

の
天
草

て
ん

ぐ
さ

を
使つ

か

っ
た
と
こ
ろ
て
ん
を
添そ

え
た
。
 

値
段

ね
だ

ん

は
税
込
み

ぜ
い

こ

１
９
０
０
円え
ん

か
ら
２
７
０
０
円え
ん

に
な
っ
た
。

 

 
幕ま

く

張は
り

市し

・
地
域

ち
い

き

振
興

し
ん

こ
う

グ
ル

メ
推
進

す
い

し
ん

委
員
会

い
い

ん
か

い

は
「

幕ま
く

張は
り

市し

の
魅
力

み
り

ょ
く

を
さ

ら
に

詰
め

つ

込
ん
だ

こ

の
で

、

是
非

ぜ
ひ

多
く

お
お

の
人ひ
と

に
食
べ
て

た

も
ら
い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。
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注注
意意
障障

害害
にに
対対
すす
るる
学学
習習
カカ

リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回
 

＜ ＜
体体
験験

ワワ
ーー
クク
３３
（（
同同
時時
にに

読読
みみ
上上
げげ
るる
記記
事事
））

＞＞
  

働
は

た
ら

き
方か

た

改
革

か
い

か
く

が
注

目
ち

ゅ
う

も
く

さ
れ
る
中な
か

、
効
率
的

こ
う

り
つ

て
き

に
働

は
た

ら

く
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「

眠ね
む

り
」
へ
の
関
心

か
ん

し
ん

が

高た
か

ま
っ
て
い
る
。
質し

つ

の
良よ

い
睡
眠

す
い

み
ん

は
単た

ん

な
る

休
息

き
ゅ

う
そ

く

に
と
ど
ま
ら
ず
、
仕
事

し
ご

と

へ
の
意
欲

い
よ

く

や
創
造
性

そ
う

ぞ
う

せ
い

も

向こ
う

上
じ

ょ
う

さ
せ
る
と
認
識

に
ん

し
き

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

米
国

べ
い

こ
く

の
専
門
家

せ
ん

も
ん

か

が
提

唱
て

い
し

ょ
う

し
た

日
々

ひ
び

の
睡
眠

す
い

み
ん

不
足

ぶ
そ

く

を
借

金
し

ゃ
っ

き
ん

に
た

と
え

、
た

ま
る

と
解

消
か

い
し

ょ
う

が
難

む
ず

か

し
く

な
る

こ
と

を
指さ

す
「

睡
眠

す
い

み
ん

負
債

ふ
さ

い

」
と

い
う

言
葉

こ
と

ば

も
最
近

さ
い

き
ん

話
題

わ
だ

い

と
な

っ
て

い
る

。
社
員

し
ゃ

い
ん

の
睡
眠

す
い

み
ん

改
善

か
い

ぜ
ん

の
取と

り
組く

み
を
企
業

き
ぎ

ょ
う

が
支
援

し
え

ん

す
る
動う

ご

き
も
見み

ら
れ
て
い
る
。
 

幕ま
く

張は
り

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

働
は

た
ら

く
男
性

だ
ん

せ
い

社
員

し
ゃ

い
ん

は
、
昨
年

さ
く

ね
ん

４
月が

つ

か

ら
、
睡
眠

す
い

み
ん

時
間

じ
か

ん

や
眠ね

む

り
の
深ふ

か

さ
を
測
定

そ
く

て
い

す
る
腕う

で

時
計
型

ど
け

い
が

た

セ
ン
サ
ー
を

24
時
間

じ
か

ん

装
着

そ
う

ち
ゃ

く

。
６
時
間

じ
か

ん

ほ
ど

だ
っ
た
睡
眠

す
い

み
ん

時
間

じ
か

ん

を
７
時
間
半

じ
か

ん
は

ん

に
増ふ

や
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
な
く
湯
船

ゆ
ぶ

ね

に
つ
か
る
な
ど
、
生
活

せ
い

か
つ

習
慣

し
ゅ

う
か

ん

を
見
直

み
な

お

し
た
結
果

け
っ

か

、
眠ね

む

り
の
質し

つ

も
向

上
こ

う
じ

ょ
う

。
朝あ
さ

起お

き
る
と

頭
あ

た
ま

が
す
っ
き
り
し
て
身
体

か
ら

だ

も
軽か

る

く

な
っ
た
と
い
う
。
 

社
員

し
ゃ

い
ん

が
睡
眠

す
い

み
ん

時
間

じ
か

ん

の
目

標
も

く
ひ

ょ
う

を
達
成

た
っ

せ
い

し
た

ら
、

国
内
外

こ
く

な
い

が
い

の
子こ

ど
も

た
ち

の
支
援

し
え

ん

活
動

か
つ

ど
う

に
同
社

ど
う

し
ゃ

が

寄
付

き
ふ

を
す
る

試
こ

こ
ろ

み
。
参
加

さ
ん

か

は
任
意

に
ん

い

で
、
測
定

そ
く

て
い

に
基も

と

づ
く
助
言

じ
ょ

げ
ん

な
ど
も

行
お

こ
な

わ
な
い
。
初は

じ

め
て
か
ら
５

か
月
後

げ
つ

ご

に
は
仕
事

し
ご

と

の
効
率

こ
う

り
つ

が
高た
か

ま
っ
た
と
感か

ん

じ
る
参
加
者

さ
ん

か
し

ゃ

が
半
数

は
ん

す
う

を
超こ

え
る

結
果

け
っ

か

と
な
っ
た
。
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
１

回
＜
体
験
ワ
ー
ク
５
＞
 

解
答
 

全
国

各
地

で
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
を
、

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に

対
応

す
る

5
部
門
で
表
彰
す
る
「
生
物
多
様
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
が
平
成

2
5
年
に
創
設
さ

れ
ま

し
た

。
平
成
2
6
年
度
か
ら
は
、

U
N
D
B
-
J
と
一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン

-
イ
レ
ブ
ン
記
念
財

団
と

の
共

催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

平
成

2
6
年

度
の
生
物

様
多
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
で
は
、
全
国
か
ら

1
2
4
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た

。
そ

の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
取

組
と
し
て
、
「
ま
も
ろ
う
部
門
」
を
受
賞
し
た
「
ま
る

や
ま

組
（

右
川
県
輪
島
市
の
市
民
団
体
）
」
の
取
組
「
ア
エ
ノ
コ
ト
」
が
大
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た

。
 

「
ア

エ
ノ
コ
ト
」
と
は
、
奥
能
登
で
行
わ
れ
て
い
る
田
の
神
様
に
収
穫
の
感
謝
と
豊
穣
を

願
う

農
耕

儀
礼
の
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

出
典
：
環

境
・
循

環
型

社
会
・
生

物
多

様
性

白
書「

平
成

２
７

年
版

環
境
・
循

環
型

社
会
・
生

物
多

様
性

白
書

」
（

環
境

省
）

（
）

「
コ

ラ
ム

生
物

多
様

性
ア

ク
シ

ョ
ン

大
賞

」
（

）
（

一
部

抜
粋

）
を

加
工

し
て

作
成

石石
  

注注
意意

障障
害害
にに

対対
すす

るる
学学

習習
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
５
＞

 

（
上
下
の
文
章
を
読
み
比
べ
て
、

下
の
文
章
の
間
違
っ
て
い
る
箇
所
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
）
 

全
国

各
地
で
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
団
体

や
個

人
を

、
５

つ
の

ア
ク

シ
ョ

ン
に

対
応

す
る

５
部
門
で
表
彰
す
る
「
生
物
多
様
性
ア
ク
シ

ョ
ン

大
賞

」
が

平
成

2
5
年

に
創

設
さ

れ
ま

し
た

。
平
成
2
6
年
度
か
ら
は
、

U
N
D
B
-
J
と
一
般
財

団
法

人
セ

ブ
ン

-
イ

レ
ブ

ン
記

念
財

団
と

の
共

催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

平
成

2
6
年
度
の
生
物
多
様
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
で
は

、
全

国
か

ら
1
2
4
の

応
募

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
取
組
と
し
て
、
「
ま

も
ろ

う
部

門
」

を
受

賞
し

た
「

ま
る

や
ま

組
（

石
川
県
輪
島
市
の
市
民
団
体
）
」
の
取
組
「

ア
エ

ノ
コ

ト
」

が
大

賞
に

選
ば

れ
ま

し
た

。
 

「
ア

エ
ノ
コ
ト
」
と
は
、
奥
能
登
で
行
わ
れ
て
い
る

田
の

神
様

に
収

穫
の

感
謝

と
豊

穣
を

願
う

農
耕

儀
礼
の
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
も

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

全
国

各
地
で
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
団
体
や

個
人

を
、

５
つ

の
ア

ク
シ

ョ
ン

に

対
応

す
る

５
部
門
で
表
彰
す
る
「
生
物
多
様
性
ア
ク
シ

ョ
ン

大
賞

」
が

平
成

2
5
年

に
創

設
さ

れ
ま

し
た

。
平
成
2
6
年
度
か
ら
は
、

U
N
D
B
-
J
と
一
般
財

団
法

人
セ

ブ
ン

-
イ

レ
ブ

ン
記

念
財

団
と

の
共

催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

平
成

2
6
年
度
の
生
物
様
多
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
で
は

、
全

国
か

ら
1
2
4
の

応
募

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
取
組
と
し
て
、
「
ま

も
ろ

う
部

門
」

を
受

賞
し

た
「

ま
る

や
ま

組
（

右
川
県
輪
島
市
の
市
民
団
体
）
」
の
取
組
「

ア
エ

ノ
コ

ト
」

が
大

賞
に

選
ば

れ
ま

し
た

。
 

「
ア

エ
ノ
コ
ト
」
と

は
、
奥
能
登
で
行
わ
れ
て
い
る
田

の
神

様
に

収
穫

の
感

謝
と

豊
穣

を

願
う

農
耕

儀
礼
の
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
も

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

出
典
：
環

境
・
循

環
型

社
会
・
生

物
多

様
性

白
書「

平
成

２
７

年
版

環
境
・
循

環
型

社
会
・
生

物
多

様
性

白
書

」
（

環
境

省
）

（
）

「
コ

ラ
ム

生
物

多
様

性
ア

ク
シ

ョ
ン

大
賞

」
（

）
（

一
部

抜
粋

）
を

加
工

し
て

作
成
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資料No.7

グループワーク第１回
＜体験ワーク１・２・３・４の解答＞

【注意障害に対する学習カリキュラム】

3

体験ワーク２ 続けられる力〔解答〕

ええせせははわわかかつつりりららひひいいままととろろせせわわおおああももたたここななぬぬほほろろららううみみききややヘヘ

みみんんささららよよははくくちちおおむむああるるひひすすててええふふぬぬせせかかおおままへへめめふふりりけけせせれれむむ

ちちををたたりりそそららみみここええししははああかかほほてておおままききううろろととわわののいいむむふふににちちららんん

ううよよわわははろろかかささききああたたりりけけいいひひせせここふふははむむぬぬたたおおそそりりええけけみみららすすうう

ちちととおおっっここいいりりへへええななけけめめよよははははととりりわわささよよんんわわううせせろろそそええききああみみ

ぬぬたたそそほほおおままししせせいいははかかふふととわわりりささええききひひああむむららももここみみききろろすすははきき

けけててむむええむむああににららおおかかすすけけわわろろみみちちななええぬぬききふふいいななへへににららししふふりりいい

ああししすすははつつふふかかりりちちええよよららふふりりぬぬききんんののららままろろむむせせよよいいつつむむそそささたた

ははろろここよよろろううああみみすすむむののままおおけけええるるせせめめははわわふふささんんちちききたたななろろししをを

りりむむおおそそささほほららけけいいぬぬおおははほほりりわわああままかかななむむちちひひょょええららああににみみすすうう

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

5

＜体験ワーク４＞ 目で見る「見つけられる力」の体験

・左のイラストと右のイラストを見比べて、違いを５つ見つけてください。

体験ワーク４ 見つけられる力〔解答〕

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」



●問題

１．海鮮漬け丼はどこの名物ですか？

幕張市

２．添えられたサラダは何サラダですか？

カルパッチョサラダ

３．値段は税込みで、何円から何円になりましたか？

１９００円から２７００円

体験ワーク１ 続けられる力〔解答〕

4

●問題

１．○○○○読書会 ○○○○に入る言葉は何でしょう？

わんわん読書会

２．記事の中に出てきた犬の犬種は何ですか？

ゴールデンレトリバーと柴犬

３．この取り組みのもととなった活動は何ですか？

アニマルセラピー

体験ワーク３ 見つけられる力〔解答〕

❷

❹❸

❶

❺
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注
意

障
害

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
第

１
回

 

★
プ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
り
ま
し
ょ
う
！
！

日
付
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

実
施
日
は
○
 

★
プ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
分

の
注

意
の

特
徴

に
つ

い
て

 
気
づ

い
た

こ
と

（
長

所
と

課
題

）
 

自
分

の
注

意
の

特
徴

に
つ

い
て

 
工

夫
し

た
こ

と
 

（
長

所
）

 

（
課

題
）

 

（
長

所
）

 

（
課

題
）

 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
第

２
回

で
は

、こ
の

シ
ー

ト
を

使
っ

て
意

見
交

換
し

ま
す

。 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
第

２
回

を
受

講
す

る
際

に
持

っ
て

き
て

く
だ

さ
い

。 

続 け ら れ る ⼒ ︵ 持 続 ︶ ⾒ つ け ら れ る ⼒ ︵ 選 択 ︶ [裏
面

] 
【
注
意
障
害
に
対
す
る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

注
意
障
害
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回
自
己
チ
ェ
ッ
ク
表

氏
名

１
．各
体
験
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
み
て
、い
か
が
で
し
た
か
？
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
１
回
で
学
ん
だ
注
意
の
機
能
に

つ
い
て
自
分
の
得
意
・不
得
意
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
．注
意
障
害
の
「
続
け
ら
れ
る
力
」
「
見
つ
け
ら
れ
る
力
」
に
つ
い
て
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

□
理
解
で
き
た
□
ま
あ
理
解
で
き
た
□
あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
□
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た

３
．今
日
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、自
分
の
注
意
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
に
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？

□
役
に
立
っ
た
□
ま
あ
役
に
立
っ
た
□
あ
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ
た
□
全
く
役
に
立
た
な
か
っ
た

４
．
そ
の
ほ
か
、
全
体
の
感
想
や
要
望
が
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

注注
意意
のの
機機
能能

当当
てて
はは
まま
るる
箇箇
所所
にに
〇〇
をを
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

続続 けけ らら れれ るる 力力 （（ 持持 続続 ））

耳
で
聞
く
「
続
け
ら
れ
る
力
（
持
続
）
」

（
例
）
「
ラ
ジ
オ
で
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を
聞
く
」

「
会
議
で
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
聞
く
」

体
験
ワ
ー
ク
：ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
内
容
を
聞
い
て
設
問
に
答
え
る

目
で
見
る
「
続
け
ら
れ
る
力
（
持
続
）
」

（
例
）
「
一
つ
の
こ
と
に
長
く
集
中
し
て
取
り
組
む
」

「
家
事
や
趣
味
を
始
め
て
も
す
ぐ
に
疲
れ
た
り
、あ
き

た
り
せ
ず
に
続
け
ら
れ
る
」

体
験
ワ
ー
ク
：「
ら
」
の
文
字
に
〇
を
つ
け
る

見見 つつ けけ らら れれ るる 力力 （（ 選選 択択 ））

耳
で
聞
く
「
見
つ
け
ら
れ
る
力
（
選
択
）
」

（
例
）
「
周
り
の
音
や
声
に
注
意
を
そ
ら
さ
ず
に
作
業
で
き
る
」

「
混
ん
で
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
の
話
を
聞
く
」

体
験
ワ
ー
ク
：別
々
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
内
容
を
聞
い
て
設
問
に
答
え
る

目
で
見
て
「
見
つ
け
ら
れ
る
力
（
選
択
）
」

（
例
）
「
誤
字
・脱
字
や
計
算
ミ
ス
に
気
づ
く
」

体
験
ワ
ー
ク
：間
違
い
探
し

職
業
生
活
の
中
で
注
意
の
機
能
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
得
意
、不
得
意
が
あ
り
ま
す
か

得
意

や
や
得
意

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
得
意

不
得
意

得
意

や
や
得
意

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
得
意

不
得
意

得
意

や
や
得
意

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
得
意

不
得
意

得
意

や
や
得
意

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
得
意

不
得
意

[お
も
て
面

] 
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解答

１日目の問題 解答 ２日目の問題 解答 ３日目の問題 解答

①１ ②３ ③２ ④３

４日目の問題 解答

①４ ②１ ③５ ④２
⑤３ ⑥２ ⑦５ ⑧４
⑨２ ⑩１

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

（プチトレーニング）それぞれの問題に１から５までの絵柄または図形があります。
その中で１つだけ違った絵柄または図形を探し当てはまる番号（１～５）に〇をつけてください。４日目

４日目

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

（プチトレーニング）それぞれの問題に１から５までの絵柄または図形があります。
その中で１つだけ違った絵柄または図形を探し当てはまる番号（１～５）に〇をつけてください。

③ ④

（プチトレーニング）それぞれの問題（③～④）の上側に４分割されたイラストがあります。そ
のイラストを組み合わせると下側の３つのイラストのうちの１つになります。それはどれでしょ
うか番号（１～３）に〇をつけてください。

３日目

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

３日目
（プチトレーニング）それぞれの問題（①～②）の左側に４分割されたイラストがあります。そのイラスト
を組み合わせると右側の３つのイラストのうちの１つになります。それはどれでしょうか番号（１～３）に
〇をつけてください。

①

②

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

（プチトレーニング）下のカコミの中にはそれぞれ針が３時、５時、９時を指している時計が
あります。この中で、３時を指している時計をさがして○をつけてください。行の右端まで
きたら、次の行の左端に戻ることを繰り返して下さい。

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

２日目

（プチトレーニング）下のカコミの中にはスプーン、フォーク、ナイフがあります。その中から
ナイフをさがして○をつけてください。行の右端まできたら、次の行の左端に戻ることを繰り
返して下さい。

参考：中島恵子 著『家庭でできる

脳のリハビリ「注意障害」編』

１日目

グループワーク第１回
＜プチトレーニング＞

【注意障害に対する学習カリキュラム】

❶

❸

❺

❼

❷

❹

❻

❽
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３．同時に注意を向ける力（分配）

8

講義１ 注意障害とは（同時に注意を向ける力）

●１度に２つ以上の刺激に対して同時に注意を向けて行動
すること。

例えば…

・音楽を聞きながら運転するとき

・話をしながら歩くとき

・電話をしながらメモを取るとき

講義１ 注意障害とは（注意の４つの機能）

7

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

注意には、４つの機能があると言われています。

今回は「同時に注意を向ける力」と「切りかえる
力」について説明します。

注意障害とは

講義１本日の内容

5

はじめに

１ 注意障害とは

（同時に注意を向ける力と切りかえる力）【講義１】

２ 同時に注意を向ける力と切りかえる力

【体験ワーク】

３ 注意障害の対処手段【講義２】

４ まとめ

プチトレーニングの報告

１ 前回のグループワークから１週間プチトレー
ニングに取り組んでもらいましたが、取り組
んでみてどう感じましたか？

２ 記入してきた「自己チェック表」のうら面を
発表してください。

4

はじめに

前回の内容

3

はじめに

１ 高次脳機能障害とは

２ 注意障害とは

３ 続けられる力と見つけられる力

【体験ワーク】

４ まとめ

【講義１】

【講義２】

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• プチトレーニングを忘れないように工夫する

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

注意障害
グループワーク

第２回

❷

❹

❻

❽

❶

❸

❺

❼
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16

＜体験ワーク３＞同時に注意を向ける力の体験

・次の文章を読みながら、「あ」「い」「う」「え」「お」の文字に〇
をつけてください。

・文章の内容について、あとで質問をしますので、内容も覚
えておくようにしてください。

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

15

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

８ ３
１

６ ８
７

５
６

７ ３

４ ９ ２
５

２ ９

14

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

＜体験ワーク２＞同時に注意を向ける力の体験

・偶数で 以下の数字に〇をつけてください。

・問題は左から右に行います。１行終えたら、下の行をまた

左から右に行います。

・４０以下の数字をひろってから偶数を選ぶのではなく、数
字を目で追いながら同時に２つの条件を満たした数字を
見つけていきます。

13

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

＜体験ワーク１＞同時に注意を向ける力の体験

（並べ方の例）

・・・

・・・

．同時に注意を向ける力（分配）

12

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

＜体験ワーク１＞同時に注意を向ける力の体験

・トランプを、 ♠ ♥ ♦ ♣ の種類別にかつ数字順に並べま
しょう。

・並べるときに、各マークの「３」と「 」は裏返して置いてく
ださい。

・最初に種類別に分けたり、一旦すべてを並べてから「３」や
「 」を裏返すのではなく、トランプの束から１枚ずつ目で
追いながら並べていきます。

体験ワークについて

11

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

・これから、いくつかのワークに取り組んでいただきます。

・ワークは全て、「同時に注意を向ける力」や「切りかえる力」

などの注意機能がそれぞれどのようなことか体験し、理解
するためのものであり、テストではありません。

同時に注意を向ける力と切りか
える力

注意の配分と注意の転換

体験ワーク４．切りかえる力（転換）

9

講義１ 注意障害とは（切りかえる力）

●１つの行動から別の行動へ注意が転換できること。

例えば…

・ 作業をしている途中で電話に

出るとき

・料理の際に、食材を切っている途

中で鍋が沸騰しているのに気づい

たとき

❿

⓬

⓮

⓰

❾

⓫

⓭

⓯
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注意障害の対処手段

講義休憩

22

意見交換１

１．自分の注意の特徴について、別紙の「自己チェック表」

のおもて面に記入してみましょう。

２．自分の注意の特徴について、気が付いたことはありまし
たか？

（得意な課題や苦手な課題、その他気がついたことなどを
話し合いましょう）

21

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

20

＜体験ワーク４＞切りかえる力の体験

大文字の「Ｃ」に〇をつける（ 秒）

小文字の「ｄ」に△をつける（ 秒）

大文字の「Ｃ」に〇をつける（ 秒）

小文字の「ｄ」に△をつける（ 秒）

アラーム音

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

２．切りかえる力（転換）

19

＜体験ワーク４＞切りかえる力の体験

・初めの 秒間で、大文字の「Ｃ」に〇をつけてください。

次に、終わった場所から 秒間、小文字の「ｄ」に△をつけ
てください。

・上記の作業を セットとして、計 セット続けて行ってくだ
さい。

・作業は各列とも左から右へと矢印の方向に進めていって
ください。

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

立ち上がってストレッチ

17

●問題

１．どのような登場人物が出てきましたか？

２．ひとつぶのあずきはどうなりましたか？

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

⓲

⓴

�

�

⓱

⓳

�

�
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まとめ

32

・これから来週までの１週間、プチトレーニングを毎日行
い、その記録をつけていただきます。

課題は「切りかえる力（転換）」に関するものです。

・プチトレーニングへの取り組みをもとに、「自己チェッ
ク表」の裏面を次回のグループワークまでに記入してき
てください。

プチトレーニング

まとめ

31

・注意には４つの機能があると言われています。

３．同時に注意を向ける力

●１度に２つ以上の刺激に対して同時に注意を向けて行動すること。

４．切りかえる力

●１つの行動から別の行動へ注意が変換できること。

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

まとめ・どんな対処手段が、自分にとって効果がありそうだと感じ
ましたか？

29

意見交換２

28

対処手段活用のために

 注意に対する気づきを増やしましょう

 道具を活用しましょう

 生活や仕事の進め方を見直してみましょう

 まわりの環境を整えましょう

 まわりの人に分かってもらいましょう

 まわりの人に配慮をお願いしましょう

講義２ 注意障害の対処手段（対処手段の考え方）

27

注意障害の対処手段の例

• 目の前に、必要な物だけ準備する。視界に入る余分な刺激を減らす。

• パソコン入力の際、音声読み上げソフトを利用し、入力データと音声を
照合する。

• 疲労のコントロールのために、休憩を定期的、または、こまめにとる。

自己対処の工夫

• 周囲の動きや物音に注意がそれないよう、作業台を壁側に向けたり、
パーテーションを使い視界を遮る。

• 必要以上の情報が入らないよう、耳栓や周囲の騒音をカットするノイ
ズキャンセリングヘッドフォンを利用する。

環境調整の工夫

講義２ 注意障害の対処手段（対処手段の考え方）

26

対処手段の考え方

・ここでは、対処手段を次の２つに分けて考えていきます。

自己対処の工夫

• 機能を補うための道具の使用などの、自分で取り組める

工夫

環境調整の工夫

• 注意を喚起しやすくするための環境の調整や、周囲に配

慮を求めること

講義２ 注意障害の対処手段（対処手段の考え方）

25

講義２ 注意障害の対処手段（対処手段とは）

対処手段とは

受障によって低下し
た認知機能を補うた
めの道具の使用

注意や記憶などを喚
起しやすくするため
の環境の調整

認知機能の低下によ
るミスを予防するた
めの日課や作業手順
などの確立

�

�

�

�

�

�

�

�
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次回の内容

次回 月 日 時～
33

１ 注意を妨げる要素 【講義】

２ 注意と外的環境 【体験ワーク】

３ 注意と内的環境 【体験ワーク】

４ まとめ

�
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＜＜
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3

●問題

１．どのような登場人物が出てきましたか？

おばあさん、おじいさん、おじぞうさま

２．ひとつぶのあずきはどうなりましたか？

おじぞうさまが食べた

体験ワーク３ 同時に注意を向ける力〔解答〕

グループワーク第２回
＜体験ワーク２・３・４の解答＞

【注意障害に対する学習カリキュラム】

2

体験ワーク２ 同時に注意を向ける力〔解答〕

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

８ ３
１

６ ８
７

５
６

７ ３

４ ９ ２
５

２ ９

4

体験ワーク４ 切りかえる力〔解答〕

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

●問題

❷

❹

❶

❸

資料No.12
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【注意障害に対する学習カリキュラム】
グループワーク第２回

資料№13

□ 目の前に、必要な物だけ準備する。視界にはいる余分な刺激を減らす。

□ 周囲の動きや物音に注意がそれないよう、作業台を壁側に向けたり、パーテーションを使い視界を遮る。

□ 必要以上の情報が入らないよう、耳栓や周囲の騒音をカットするノイズキャンセリングヘッドフォンを利用する。

□
脳や神経の疲労は、注意の集中・持続に多大な影響を与える。不注意やミスがみられるときは、休憩のマネ
ジメントが必要なことを理解する。

□ 疲労により注意力が大きく低下する場合は、必要な休憩の頻度や長さ、タイミングについて検討する。

□ 疲労のコントロールのために、休憩を定期的、または、こまめにとる。

□ 休憩時刻を意識するためのメモを机に置く。アラームを使う。

□
特に集中力を要する作業は、疲労の少ない午前中に行うなど、作業
スケジュールの組み方を工夫する。

□ 午後の疲労に備えて、昼休みの過ごし方を工夫する。

□ 日々の睡眠時間など、生活全体の見直しを検討する。

□ こまめに姿勢を正し、深呼吸する。

□ 外的補助具を活用する(ふせん、手順書、アラーム、タイマー、ルーラー、書見台、拡大鏡、老眼鏡など）。

□ 見落としや見誤り防止のため、ルーラーや下線付きルーペにより注目する箇所を強調する。

□ 注目が不要な箇所は、ロールふせんで隠す。

□
レ点チェックやマスキングなど視点を定めることで、どこまで作業を行ったか
一目でわかるようにする。

□ パソコン画面を拡大表示して確認する。

□ パソコン画面の文字の白黒を反転させて確認する。

読み上げ □ パソコン入力の際、音声読み上げソフトを利用し、入力データと音声を照合する。

□ 行ズレ防止のため、入力セルに色を付ける。

□ ピッキングが終わった商品名に印をつける。

□ 箇条書きの手順書を準備し、進んだところに目印（マグネットなど）を置く。

□ 作業後に目視で見直す。

□ 作業後に指をさして見直す。

□ 自信のない箇所は２度見直して確認する。

□ 見直しを作業工程の一つに組み込む。

□ 見直しの際はいつもレ点チェックを入れる。

□ パソコン入力終了後に、カーソルを一文字ずつ動かしながらチェックする。

□ パソコン入力する原稿を赤ペンで細かく区切り、入力後に画面と照合する。

□ 丁寧に確認しすぎることで作業時間に影響が出る場合は、確認の方法や回数を決めておく。

対対処処策策リリスストト225555（（注注意意））  
注意を向けるべき対象に適切に注意を向けることが難しい。注意を長時間維持することが難しい。

複数の対象に同時に注意を払ったり、状況に応じて注意の対象を切り替えることが難しい。

刺激の統制

ミスを
減らす

疲労の
マネジメント

外的補助具
の活用

見直し

目印

書見台の活用

ルーラーの活用

ロールふせん

視界にはいる刺激を減ら

自自己己対対処処のの工工夫夫

資料No.13
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【
注
意
障
害
に
対
す
る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

資
料
№
1
5

受
講
者
　
　
　
□
□
さ
ん

実
施
日

時
間

実
施
課
題

方
法

で
き
た
→
〇

で
き
な
か
っ
た
→
×

〇
月
〇
日

好
き
な
タ
レ
ン
ト

本
人
か
ら
報
告

〇
月
〇
日

趣
味

ス
タ
ッ
フ
か
ら
質
問

〇
月
〇
日

好
き
な
曲

本
人
か
ら
報
告

〇
月
〇
日

お
勧
め
の
店

ス
タ
ッ
フ
か
ら
質
問

第
２
回
プ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
記
録
用
紙
（
ス
タ
ッ
フ
用
）

メ
モ
（
そ
の
時
の
受
講
者
の
様
子
な
ど
）
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資料No.16

前回の内容

3

はじめに

１ 注意障害とは

（同時に注意を向ける力と切りかえる力）【講義１】

２ 同時に注意を向ける力と切りかえる力

【体験ワーク】

３ 注意障害の対処手段【講義２】

４ まとめ

本日の内容

１ 注意を妨げる要素 【講義】

２ 注意と外的環境 【体験ワーク】

３ 注意と内的環境 【体験ワーク】

４ まとめ

5

はじめに

7

講義 注意を妨げる要素

・注意を妨げる要素には、「外的環境」と「内的環境」
があります。

外的環境

人の体外の環境

内的環境

人の体内の環境

注意障害
グループワーク

第３回

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• プチトレーニングを忘れないように工夫する

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

プチトレーニングの報告

１ 前回のグループワークから１週間プチトレー
ニングに取り組んでもらいましたが、取り組
んでみてどう感じましたか？

２ 記入してきた「自己チェック表」のうら面を
発表してください。

4

はじめに

注意を妨げる要素

講義

・暑い（暑すぎる）

・寒い（寒すぎる）

・騒音やまわりの雑音

・人の話し声

・散らかっている

・やりかけのもの

視覚的
刺激

聴覚的
刺激

温度

8

１．外的環境

講義 注意を妨げる要素

●人の体外の環境

例えば…

❷

❹

❻

❽

❶

❸

❺

❼
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9

外的環境への対処方法

講義 注意を妨げる要素

視覚的刺激への対処

• 不要なものを机の上に置かない。

• メモは見やすい場所に貼る。

• 棚、ボックス、引き出しなど、片付ける場所を決
めておく。

聴覚的刺激への対処

• 自分に合った音の空間（無音、多少の雑音など）
を確保する。

• 必要のないときはテレビやラジオを消す。

• 耳栓やノイズキャンセリング機能つきのヘッド
ホンを使う

・興味があるかないか

・ケガや病気

・疲労、睡眠不足、空腹（満腹）

・不安、ストレス、怒り

などのネガティブな感情
感情

体調

興味

11

．内的環境

講義 注意を妨げる要素

●人の体内の環境

例えば…

13

内的環境を整える方法

講義 注意を妨げる要素

運動

• 運動する習慣（ 分以上の運動を週２回
以上）をつける。

• 通勤や日常生活の中で活動量を上げるよ
うに工夫する。

その他

• 栄養バランスの良い食事をとるように心
がける。

• 疲れたら早めに休憩を取る。

注意と外的環境

体験ワーク

10

外的環境への対処方法

講義 注意を妨げる要素

温度・湿度の管理

• 換気をする。

• エアコン等で温度管理をする。
（環境省によれば、室温の目安は夏は
度、冬は 度）

その他

• 照明やＰＣ画面の明るさを調整する。

• 自分に合った広さ、人数の座席にすわる。
（人が多いと気が散ってしまったり、逆に
一人だと集中できないことがあるため）

12

内的環境を整える方法

講義 注意を妨げる要素

睡眠

• 自分にとって必要な睡眠時間を確保する。

• 質の良い睡眠につながる過ごし方を心が
ける。

• 睡眠に悪影響を及ぼすものを避ける。

リラクゼーション

• 音楽を聴く、お風呂に入る、お茶を飲む、
ストレッチ、など。

• 呼吸法やアロマテラピーなどのリラクゼー
ション技法を行う

立ち上がってストレッチ

体験ワークについて

16

体験ワーク 同時に注意を向ける力と切りかえる力

・これから、いくつかのワークに取り組んでいただきます。

・ワークは全て、「外的環境」や「内的環境」が注意機能に

どのような影響があるか体験し、理解するためのものであ
り、テストではありません。

❿

⓬

⓮

⓰

❾

⓫

⓭

⓯
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外的環境

19

体験ワーク 注意と外的環境

＜体験ワーク１ ＞外的環境に関する体験

・最後に、周りで人（スタッフ）が雑談をしている環境で、
５分間、課題に取り組んでみましょう。

・終わったら、解答を見て自己採点してみましょう。（結果
を発表する必要はありません。）

休憩

内的環境

23

体験ワーク 注意と内的環境

＜ワーク２ ＞内的環境に関する体験

・次の問題の「ら」の文字に〇をつけてください。

・１行目の左端から始めて右方向に進んでください。右端ま

でいったら、また次の行の左端に戻って、同じように右方向

に進んでください。

外的環境

17

体験ワーク 注意と外的環境

＜体験ワーク１ ＞外的環境に関する体験

・静かな環境、きれいな机の上で５分間、課題に取り組んで
ください。

・終わったら、解答を見て自己採点してみましょう。（結果
を発表する必要はありません。）

外的環境

18

体験ワーク 注意と外的環境

＜体験ワーク１ ＞外的環境に関する体験

・いろいろな書類が散らばっている机の上で、 ５分間、

課題に取り組んでみましょう。

・終わったら、解答を見て自己採点してみましょう。（結果
を発表する必要はありません。）

20

意見交換１

１．それぞれの環境で、集中度や注意力に違いがありまし
たか？

２．どのような刺激があると、自分の注意が妨げられやす
いでしょうか？

※「自己チェック表」の外的環境の欄

自分に当てはまる「注意を妨げる要素」にチェック

入れましょう。

注意と内的環境

体験ワーク

内的環境を整える方法

24

体験ワーク 注意と内的環境

・ここで呼吸法を行います。

（呼吸法を行ったあとで、同じ課題に取り組んでもらいます）

⓲

⓴　

�

�

⓱

⓳

�

�
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内的環境

25

体験ワーク 注意と内的環境

＜ワーク２ ＞内的環境に関する体験

・先ほどと同じ問題に取り組んでもらいます。

・次の問題の「ら」の文字に〇をつけてください。

・１行目の左端から始めて右方向に進んでください。右端ま

でいったら、また次の行の左端に戻って、同じように右方向

に進んでください。

内的環境を整える方法

27

ストレッチを紹介

29

まとめ

・注意を妨げる要素には、「外的環境」と「内的環境」
があります。

１．外的環境

●騒音、光、温度など、人の体外の環境

２．内的環境

●疲労や病気、興味関心の有無など、人の体内の環境

次回の内容

次回 月 日 時～

31

１ 対処手段の体験 【体験ワーク】

２ まとめ

26

意見交換２

１．呼吸法をした後で集中度や注意力に違いがありました
か？

２．呼吸法以外に内的環境を整えるために考えられる工夫
はありますか？

※「自己チェック表」の内的環境の欄

自分に当てはまる「注意を妨げる要素」にチェック

入れましょう。

まとめ

まとめ

30

・これから来週までの１週間、日々の作業の中で感
じた、注意を妨げる要素と、その際に取った対処策
について別紙のプチトレーニング（自己チェック表の
裏面） に記入してください。

プチトレーニング

�

�

�

�

�

�
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ａ

＞
 

解
答
 

超
電

導
リ

ニ
ア

に
使

用
さ

れ
て

い
る

超
電

導
枝

術
は

、
病

院
の

精
密

検
査

な
ど

で
使

わ
れ

て
い

る
Ｍ

Ｒ
Ｉ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
高
性
能
化
す
る
た
め
に
は
、
高
磁
場
化
さ

せ
る

必
要

が
あ
る
た
め
、
超
電
導
技
術
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 

我
が

国
で

は
、
平
成

2
1
年
現
在
で
約
6
,
1
5
0
台
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
稼
動
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
約

4
,
1
0
0
台

に
超
電
導
磁
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
比
べ
は
っ
き
り
と

体
内

の
状

況
が
分
か
る
画
像
を
提
供
し
て
い
る
。

 

こ
の

ほ
か

に
も
、
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
、
超
電
導
技
術
を
用
い
た
電
力
貯
蔵
装
置
（
超
電
導
フ

ラ
イ

ホ
イ

ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
な
ど
、
高
温
超
電
導
技
術
を
利
用
た
し
様
々
な
製
品
の
研
究
開

発
が

進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
実
用

化
さ
れ
、
社
会
生
活
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ

と
が

期
待

さ
れ
て
い
る
。

 

出
典
：
科
学
技
術
白
書
「
平
成
２
７
年
度

科
学
技
術
白
書
」（

文
部
科
学
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム

医
療
現
場
等
で
の
超
電
導
技
術
の
利
用

」
（

）
一
部
抜
粋

を
加
工
し
て
作
成

技技
  

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ

ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ａ

＞
 

（
上
下
の
文
章
を
読
み
比
べ
て
、

下
の
文
章
の
間
違
っ
て
い
る
箇
所
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
）
 

超
電

導
リ

ニ
ア

に
使

用
さ

れ
て

い
る

超
電

導
技

術
は

、
病

院
の

精
密

検
査

な
ど

で
使

わ
れ

て
い

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
高
性
能

化
す

る
た

め
に

は
、
高

磁
場

化
さ

せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
超
電
導
技
術
が
使
用
さ
れ
て

い
る

。
 

我
が

国
で
は
、
平
成

2
1
年
現
在
で
約

6
,
1
5
0
台
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

が
稼

動
し

て
い

る
が

、
そ

の
う

ち
約

4
,
1
0
0
台
に
超
電
導
磁
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
従

来
の

Ｍ
Ｒ

Ｉ
と

比
べ

は
っ

き
り

と

体
内

の
状

況
が
分
か
る
画
像
を
提
供
し
て
い
る
。

 

こ
の

ほ
か
に
も
、
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
、
超
電
導
技
術
を
用

い
た

電
力

貯
蔵

装
置
（

超
電

導
フ

ラ
イ

ホ
イ

ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
な
ど
、
高
温
超
電
導
技
術
を

利
用

し
た

様
々

な
製

品
の

研
究

開

発
が

進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
実
用
化
さ
れ
、
社
会
生

活
の

一
層

の
充

実
が

図
ら

れ
る

こ

と
が

期
待

さ
れ
て
い
る
。

 

超
電

導
リ

ニ
ア

に
使

用
さ

れ
て

い
る

超
電

導
枝

術
は

、
病

院
の

精
密

検
査

な
ど

で
使

わ
れ

て
い

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
高
性
能

化
す

る
た

め
に

は
、
高

磁
場

化
さ

せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
超
電
導
技
術
が
使
用
さ
れ
て

い
る

。
 

我
が

国
で
は
、
平
成

2
1
年
現
在
で
約

6
,
1
5
0
台
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

が
稼

動
し

て
い

る
が

、
そ

の
う

ち
約

4
,
1
0
0
台
に
超
電
導
磁
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
従

来
の

Ｍ
Ｒ

Ｉ
と

比
べ

は
っ

き
り

と

体
内

の
状

況
が
分
か
る
画
像
を
提
供
し
て
い
る
。

 

こ
の

ほ
か
に
も
、
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
、
超
電
導
技
術
を
用

い
た

電
力

貯
蔵

装
置
（

超
電

導
フ

ラ
イ

ホ
イ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
な
ど
、
高
温
超
電
導
技
術
を

利
用

た
し

様
々

な
製

品
の

研
究

開

発
が

進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
実
用
化
さ
れ
、
社
会

生
活

の
一

層
の

充
実

が
図

ら
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ
て
い
る
。

出
典
：
科
学
技
術
白
書
「
平
成
２
７
年
度

科
学
技
術
白
書
」（

文
部
科
学
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム

医
療
現
場
等
で
の
超
電
導
技
術
の
利
用

」
（

）
一
部
抜
粋

を
加
工
し
て
作
成
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ｂ
＞

 
解
答
 

平
成

2
3
年

に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
に
伴
う
津
波
は
、
沿
岸
地
域
の
自
然
環
境
に

も
大

き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
国
で
は
、
そ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に
太
平
洋
側
の
津

波
浸

水
域

に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
、
平
成

2
6
年
に
は
、
岩
手
県
か
ら
福
島
県
北
部
ま
で
の

津
波

浸
水

域
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
上
重
要
な
自
然
を
見

ぇ
る
化
し
た
「
重
要
自
然
マ
ッ

プ
」

と
こ

れ
を
解
説
す
る
冊
子
を
作
製

し
ま
し
た
。

 

こ
の

冊
子
は
、
被
災
地
域
の
復
興
事
業
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
自
然
環
境
の
情
報
と
し
て
、

事
業

者
等

の
事
業
の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
冊
子
の
情
報
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
が
地

域
の

魅
力

で
あ
る
「
重
要
な
自
然
」
へ
の
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
、
自
然
を
守
り
育
て
て
い
く

意
識

の
醸

成
を
通
し
て
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

 

れ
ま

す
。

 

出
典
：
環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書「

平
成
２
７
年
版

環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書
」

（
環
境
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域
自
然
環
境
調
査
「
重
要
自
然
マ
ッ
プ
」
の
作
成

」
（

）
（
一
部

抜
粋
）
を
加
工
し
て
作
成

成成
  

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ｂ
＞

 

（
上
下
の
文
章
を
読
み
比
べ
て
、

下
の
文
章
の
間
違
っ
て
い
る
箇
所
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
）
 

平
成

2
3
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
に
伴
う

津
波

は
、

沿
岸

地
域

の
自

然
環

境
に

も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
国
で
は
、
そ
の
影
響

を
把

握
す

る
た

め
に

太
平

洋
側

の
津

波
浸

水
域
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
、
平
成

2
6
年
に
は

、
岩

手
県

か
ら

福
島

県
北

部
ま

で
の

津
波

浸
水

域
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
上
重
要
な
自
然

を
見

え
る

化
し

た
「

重
要

自
然

マ
ッ

プ
」

と
こ

れ
を
解
説
す
る
冊
子
を
作
成

し
ま
し
た
。

 

こ
の

冊
子
は
、
被
災
地
域
の
復
興
事
業
に
お
い
て
配

慮
す

べ
き

自
然

環
境

の
情

報
と

し
て

、

事
業

者
等
の
事
業
の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
冊
子
の

情
報

に
よ

り
、
地

域
の

方
々

が
地

域
の

魅
力
で
あ
る
「
重
要
な
自
然
」
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層

深
め

、
自

然
を

守
り

育
て

て
い

く

意
識

の
醸

成
を

通
し

て
、

自
然

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

一
助

と
な

る
こ

と
が

期
待

さ

れ
ま

す
。

 

平
成

2
3
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
に
伴
う
津

波
は

、
沿

岸
地

域
の

自
然

環
境

に

も
大

き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
国
で
は
、
そ
の
影
響
を

把
握

す
る

た
め

に
太

平
洋

側
の

津

波
浸

水
域

に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
、
平
成

2
6
年
に
は
、

岩
手

県
か

ら
福

島
県

北
部

ま
で

の

津
波

浸
水

域
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
上
重
要
な
自
然
を

見
ぇ

る
化

し
た

「
重

要
自

然
マ

ッ

プ
」

と
こ

れ
を
解
説
す
る
冊
子
を
作
製
し
ま
し
た
。

 

こ
の

冊
子
は
、
被
災
地
域
の
復
興
事
業
に
お
い
て
配

慮
す

べ
き

自
然

環
境

の
情

報
と

し
て

、

事
業

者
等
の
事
業
の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
冊

子
の

情
報

に
よ

り
、

地
域

の
方

々
が

地

域
の

魅
力
で
あ
る
「
重
要
な
自
然
」
へ
の
理
解
を
よ
り

一
層

深
め

、
自

然
を

守
り

育
て

て
い

く

意
識

の
醸
成
を
通
し
て
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
地
域

振
興

の
一

助
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

 

れ
ま

す
。

 

出
典
：
環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書「

平
成
２
７
年
版

環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書
」

（
環
境
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域
自
然
環
境
調
査
「
重
要
自
然
マ
ッ
プ
」
の
作
成

」
（

）
（
一
部

抜
粋
）
を
加
工
し
て
作
成
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ｃ
＞

 
解
答
 

信
号

灯
器
に
使
用
で
き
る
輝
度
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ
、
平
成
６
年
、
車
両
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
式

信
号

灯
器
が
、
世
界
で
初
め
て
愛
知
県
と
徳
島
県
に
設
置
さ
れ
た
。

 

Ｌ
Ｅ

Ｄ
式

信
号
灯
器
は
、
反
射
鏡
を
使
用
せ
ず
、
光
源
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
が
発
色
・
発

 

光
す

る
た

め
、
視
認
性
が
高
く
、
ま
た
、
電
球
式
の
よ
う
に
、
西
日
が
当
た
る
こ
と
で
あ
た

 

か
も

信
号

が
点

灯
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

て
し

ま
う

疑
似

点
灯

が
起

こ
り

に
く

い
と

い
う

特

長
が

あ
る

。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
電
球
式
に
比

へ
て
消
費
電
力
が
６
分
の
１
程
度
で
あ
り
、

 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
効
果
が
高
い
。
さ
ら
に
、
寿
命
に
つ
い
て
も
、
電
球
式
が
約
半
年
か
ら
１
年

 

で
あ

る
の

に
対
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
、
約

６
年
か
ら
８
年
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減

 

や
電

球
交

換
作

業
に

伴
う

交
通

流
の

阻
害

を
抑

制
す

る
観

点
ら

か
も

優
れ

た
特

性
を

有
し

て

い
る

。
 

出
典
：
科
学
技
術
白
書
「
平
成
２
７
年
度

科
学
技
術
白
書
」（

文
部
科
学
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム
特

信
号
機
」（

）（
一
部
抜
粋
）
を
加
工
し
て
作
成

べべ
  

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
３
回

＜
体
験
ワ
ー
ク
１
-
Ｃ
＞

 

（
上
下
の
文
章
を
読
み
比
べ
て
、

下
の
文
章
の
間
違
っ
て
い
る
箇
所
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
）
 

信
号

灯
器
に
使
用
で
き
る
輝
度
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開

発
さ

れ
、

平
成

６
年

、
車

両
用

Ｌ
Ｅ

Ｄ
式

信
号
灯
器
が
、
世
界
で
初
め
て
愛
知
県
と
徳
島
県

に
設

置
さ

れ
た

。
 

Ｌ
Ｅ

Ｄ
式
信
号
灯
器
は
、
反
射
鏡
を
使
用
せ
ず
、
光
源

で
あ

る
Ｌ

Ｅ
Ｄ

素
子

が
発

色
・

発
 

光
す

る
た

め
、
視
認
性
が
高
く
、
ま
た
、
電
球
式
の
よ

う
に

、
西

日
が

当
た

る
こ

と
で

あ
た

 

か
も

信
号

が
点

灯
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

て
し

ま
う

疑
似

点
灯

が
起

こ
り

に
く

い
と

い
う

特

長
が

あ
る

。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
電
球
式
に
比

べ
て
消
費

電
力

が
６

分
の

１
程

度
で

あ
り

、
 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
効
果
が
高
い
。
さ
ら
に
、
寿
命
に
つ
い

て
も

、
電

球
式

が
約

半
年

か
ら

１
年

 

で
あ

る
の

に
対
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
、
約

６
年
か
ら
８
年
と

見
込

ま
れ

て
お

り
、

コ
ス

ト
削

減
 

や
電

球
交

換
作

業
に

伴
う

交
通

流
の

阻
害

を
抑

制
す

る
観

点
か

ら
も

優
れ

た
特

性
を

有
し

て

い
る

。
 

信
号

灯
器
に
使
用
で
き
る
輝
度
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発

さ
れ

、
平

成
６

年
、

車
両

用
Ｌ

Ｅ

Ｄ
式

信
号

灯
器
が
、
世
界
で
初
め
て
愛
知
県
と
徳
島
県
に

設
置

さ
れ

た
。

 

Ｌ
Ｅ

Ｄ
式
信
号
灯
器
は
、
反
射
鏡
を
使
用
せ
ず
、
光
源

で
あ

る
Ｌ

Ｅ
Ｄ

素
子

が
発

色
・

発

光
す

る
た
め
、
視
認
性
が
高
く
、
ま
た
、
電
球
式
の
よ
う

に
、

西
日

が
当

た
る

こ
と

で
あ

た

か
も

信
号
が
点
灯
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
疑
似

点
灯

が
起

こ
り

に
く

い
と

い
う

特

長
が

あ
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
電
球
式
に
比

へ
て
消

費
電

力
が

６
分

の
１

程
度

で
あ

り
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
効
果
が
高
い
。
さ
ら
に
、
寿
命
に
つ
い
て

も
、

電
球

式
が

約
半

年
か

ら
１

年

で
あ

る
の

に
対
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
、
約
６
年
か
ら
８
年
と

見
込

ま
れ

て
お

り
、

コ
ス

ト
削

減

や
電

球
交

換
作
業
に
伴
う
交
通
流
の
阻
害
を
抑
制
す
る
観

点
ら

か
も

優
れ

た
特

性
を

有
し

て

い
る

。
 

出
典
：
科
学
技
術
白
書
「
平
成
２
７
年
度

科
学
技
術
白
書
」（

文
部
科
学
省
）

（
）

「
コ
ラ
ム
特

信
号
機
」（

）（
一
部
抜
粋
）
を
加
工
し
て
作
成
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資料No.18

グループワーク第３回
＜体験ワーク１-A〜C 易しい＞

【注意障害に対する学習カリキュラム】

出
典
：
中
島
恵
子
著
「
家
庭
で
で
き
る
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
「
注
意
障
害
」
編
」

① ② ③ ④ ⑤グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
３
回
＜
体
験
ワ
ー
ク
１
－
B
＞

注意障害に対する学習カリキュラム
グループワーク第３回＜体験ワーク１-A・B・C 易しい解答＞

体験ワーク1-A 解答 ①４ ②２ ③１ ④４ ⑤３

体験ワーク1-B 解答 ①２ ②３ ③１ ④３ ⑤４

体験ワーク1-C 解答 ①４ ②１ ③２ ④２

出
典
：
中
島
恵
子
著
「
家
庭
で
で
き
る
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
「
注
意
障
害
」
編
」

① ② ③ ④ ⑤グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
３
回
＜
体
験
ワ
ー
ク
１
－
A
＞

出
典
：
中
島
恵
子
著
「
家
庭
で
で
き
る
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
「
注
意
障
害
」
編
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
３
回
＜
体
験
ワ
ー
ク
１
－
C
＞

❷

❹❸

❶

❺
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8

体験ワーク 自己対処の工夫

●パーテーション

・視界をさえぎることで、目から入る
余計な刺激を減らし、集中しやすく
します。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

対処手段の体験

7

体験ワーク 自己対処の工夫

・これから、様々な対処手段を使いながら作業に取り組んで
みましょう。

・それぞれの対処手段の、

「有効性」 〇：効果がある △：まあまあ効果がある

×：効果がない

「実現可能性」 〇：簡単にできる △：できる可能性がある

×：実際に使える環境を整えることは難しい

について検討してみましょう。

自己対処の工夫

体験ワーク本日の内容

１.対処手段の体験 【体験ワーク】

２.まとめ

5

はじめに

プチトレーニングの報告

１.前回のグループワークから１週間プチトレー
ニングに取り組んでもらいましたが、取り組
んでみてどう感じましたか？

２.記入してきた「自己チェック表」のうら面を
発表してください。

4

はじめに

前回の内容

１.注意を妨げる要素 【講義】

２.注意と外的環境 【体験ワーク】

３.注意と内的環境 【体験ワーク】

４.まとめ

3

はじめに

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• プチトレーニングを忘れないように工夫する

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

注意障害
グループワーク

第４回

❷

❹

❻

❽

❶

❸

❺

❼
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立ち上がってストレッチ!

15

体験ワーク 自己対処の工夫

●タッチキーボード

・手書き入力、フリック入力等の自分
に合った入力方法を使うことで、作
業に取り組みやすくします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

14

体験ワーク 自己対処の工夫

●ディスプレイ設定変更

（ハイコントラスト、カラーフィルター等）

・目に入る刺激を減らすことで、眼精

疲労を軽減し、集中して作業に取り組

みやすくします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

13

体験ワーク 自己対処の工夫

●画面拡大

（拡大鏡、Microsoft Office機能等）

・文章を拡大することで、読みやすく

したり、ミスを発見しやすくします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

12

体験ワーク 自己対処の工夫

●読み上げ機能

（PC／スマートフォンアプリ）

・文章の内容を読み上げて確認する

ことで、内容を確認したり、ミスを発

見しやすくします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

休憩

10

体験ワーク 自己対処の工夫

●ノイズキャンセリングヘッドホン

・ノイズなどの耳から入る余計な

刺激を減らすことで、集中しやす

くします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

9

体験ワーク 自己対処の工夫

●ルーペ

（虫メガネ、バールーペ等）

・文章を拡大することで、読みやすく

したり、ミスを発見しやすくします。

有効性 実現可能性 メモ（特になければ空欄で構いません）

❿

⓬

⓮

⓰

❾

⓫

⓭

⓯
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次回の内容

次回 月 日 時～
22

得意なこと 苦手なこと 自分で対処すること 職場に配慮を求めること

続
"
#
$
%
力

見
(
"

#
$
%
力

同
時
+
注
意
.

向
"
%
力

切
1
2
3
%
力

4
5
他

次回の内容

21

１.これまでの復習

２.自分の注意の特徴についてまとめ、発表する

※次回は、自分の注意の特徴について次ページのシー
トにまとめ、発表していただくワークを行います。
記入する内容について、これまでに作成した「自己
チェック表」などをもとに考えておいてください。

まとめ

20

自己観察日誌の目的

①日常生活（職業生活）における、注意の特徴

に対する気づきを得る

②注意の問題への対処手段を実際の生活の中で

身につける

まとめ

19

プチトレーニング

（自己観察日誌）

・これから、自分の注意の特徴について、「自己観察日
誌」をつけていきましょう。

・「自己観察日誌」は、毎日書いている日誌のかわりと
して書いていきます。

・「自己観察日誌」を通して、自分の注意の特徴を把握
し、説明できるようにしていきましょう。

まとめ
１．体験ワークの中で、どんな対処手段が有効でしたか？

２.「対処策リスト２５５」の「環境調整の工夫」のうち、
自分にとって有効だと思うものにチェックを入れてみま
しょう。

３.職場で実際に取り入れていきたいと思った対処手段はあ
りましたか？

17

意見交換

⓲

⓴

�

⓱

⓳

�
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４

回
 

 

＜
体

験
ワ

ー
ク
１
＞
【
校
正
刷
】

 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ２

１
日
 

研
究
部
各
位
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
回
収
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
 

研
究
部
総
務
課
 

平
素
よ
り
使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
 

標
記
に
つ
き
ま
し
て
下
記
の
通
り
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
円
滑
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

記
 

1
．
実
施
日

令
和
４
年
５
月
１
日
よ
り
実
施

２
．
回
収
対
象
商
品
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
と
ち
ら
も
可
）
 

３
．
回
収
方
法
 

「
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
」（

別
紙
）
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
回
収
依
頼
書
を
送

付
す
る
と
業
者
担
当
者
が
集
荷
に
ま
き
す
。
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
時
、
依
頼
者
の
氏
名
・
内
線
番
号
を
忘
れ
ず
に
紀
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
使
用
済
み
ト
ナ
ー
の
回
収
は
１
本
か
ら
可
能
で
す
が
、
目
途
と
し
て
モ

ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
ト
ナ

ー
合
わ
せ
て
５
本
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
は
、
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
に
あ
り
ま
す
。

４
．
回
収
依
頼
書
書
送
付
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先
）：

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
９
（
受
付
時
間
：
年
中
無
休
２
４
時
間
）
 

５
．
回
収
に
関
す
る
問
合
せ
先
：
 

（
株
）
A
B
CD

リ
サ
イ
ク
ル
商
会

 
東
京
回
収
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
８
 

受
付
時
間
：
９
時
～
１
７
時
（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
業
）
 

○
本
件
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
／
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
２
９
８
７
６
）

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 

＜
体

験
ワ
ー
ク
１
＞
【
原
稿
】

 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ２

１
日
 

研
究
部
各
位
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
回
収
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
 

研
究
部
総
務
課
 

平
素
よ
り
使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
 

標
記
に
つ
き
ま
し
て
下
記
の
通
り
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
円
滑
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

記
 

1
．
実
施
日

令
和
４
年
５
月
１
日
よ
り
実
施

２
．
回
収
対
象
商
品
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
ど
ち
ら
も
可
）
 

３
．
回
収
方
法
 

「
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
」（

別
紙
）
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
回
収
依
頼
書
を
送

付
す
る
と
業
者
担
当
者
が
集
荷
に
き
ま
す
。
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
時
、
依
頼
者
の
氏
名
・
内
線
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
使
用
済
み
ト
ナ
ー
の
回
収
は
１
本
か
ら
可
能
で
す
が
、
目
途
と
し
て
モ

ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
ト
ナ

ー
合
わ
せ
て
５
本
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
は
、
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
に
あ
り
ま
す
。

４
．
回
収
依
頼
書
送
付
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先
）
：
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
９
（
受
付
時
間
：
年
中
無
休
２
４
時
間
）
 

５
．
回
収
に
関
す
る
問
合
せ
先
：
 

（
株
）
A
B
CD

リ
サ
イ
ク
ル
商
会

 
東
京
回
収
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
８
 

受
付
時
間
：
９
時
～
１
７
時
（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
業
）
 

○
本
件
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
／
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
２
９
８
７
６
）

資料No.24

112



注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
１
＞
【
解
答

】
 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ２

１
日
 

研
究
部
各
位
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
回
収
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
 

研
究
部
総
務
課
 

平
素
よ
り
使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
 

標
記
に
つ
き
ま
し
て
下
記
の
通
り
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
円
滑
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

記
 

1
．
実
施
日

令
和
４
年
５
月
１
日
よ
り
実
施

２
．
回
収
対
象
商
品
 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
と
ち
ら
も
可
）
 

３
．
回
収
方
法
 

「
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
」（

別
紙
）
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
回
収
依
頼
書
を
送

付
す
る
と
業
者
担
当
者
が
集
荷
に
ま
き
す
。
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
時
、
依
頼
者
の
氏
名
・
内
線
番
号
を
忘
れ
ず
に
紀
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
使
用
済
み
ト
ナ
ー
の
回
収
は
１
本
か
ら
可
能
で
す
が
、
目
途
と
し
て
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
ト
ナ

ー
合
わ
せ
て
５
本
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
依
頼
書
は
、
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
に
あ
り
ま
す
。

４
．
回
収
依
頼
書
書
送
付
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先
）：

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
９
（
受
付
時
間
：
年
中
無
休
２
４
時
間
）
 

５
．
回
収
に
関
す
る
問
合
せ
先
：
 

（
株
）
A
B
CD

リ
サ
イ
ク
ル
商
会

 
東
京
回
収
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
－
９
９
９
９
－
９
９
９
８
 

受
付
時
間
：
９
時
～
１
７
時
（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
業
）
 

○
本
件
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
／
研
究
部
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
２
９
８
７
６
）

どど
  

記記
  

トトルル
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
２
＞
【
校
正
刷
】

 

事
 

務
 

連
 

絡

令
和
４
年
５
月
２
０
日

各
 

位
 

総
務

部
企

画
情

報
課

 

海
山

 
太

郎
 

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
社
内
講
習
会
の
ご
案
内

標
記
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
２
０
日
付
け
事
務
連
絡
「
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
」
に
よ
り

、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
「
新
シ
ス
テ
ム
」
と

す
る
）
を
令
和
４
年
１
０
月
初
旬
よ
り
導
入
す
る
旨
を
既
に
情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
で
の
動
作
環
境
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
移

行
作
業
等
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
社
内
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

社
内
講
習
会
は
部
署
単
位
で
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
業
務
上
、
所
属
部
署
で
の
参
加
が
難
し
い
方

は
予
備
日
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
 

記
 

1
.

日
 
時

総
務
部

令
和
４
年
６
月
１

７
日
（
水
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

営
業

令
和
４
年
６
月
１
８
日
（
木
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

研
究
開
発
部
 
令
和
４
年
６
月
１
９
日
（
金
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

※
予
備
日
 
 
令
和
４
年
６
月
２
２
日
（
月
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

令
和
４
年
６
月
２
３
日
（
火
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

2
.

会
 
場

３
０
３
会
会
議
室
 

3
.

配
付
資
料
 
 
当
日
配
付
い
た
し
ま
す
。
 

4
.

そ
の
他

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
配
付
資
料
内
に
「
質

問
状
」
を
回
封
し
て
い
ま
す
の
で
記
入
後
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

質
問
に
対
す
る
回
答
を
Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
て
ま
と
め
、
後
日
配
付
す
る
予
定
で
す
。
 

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
２
＞
【
原
稿
】

 

事
 

務
 

連
 

絡

令
和
４
年
５
月
２
０
日

各
 

位
 

総
務

部
企

画
情

報
課

 

海
山

 
太

郎
 

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
社
内
講
習
会
の
ご
案
内

標
記
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
２
０
日
付
け
事
務
連
絡
「
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
」
に
よ
り

、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
「
新
シ
ス
テ
ム
」
と

す
る
）
を
令
和
４
年
１
０
月
初
旬
よ
り
導
入
す
る
旨
を
既
に
情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
で
の
動
作
環
境
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
移

行
作
業
等
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
社
内
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

社
内
講
習
会
は
部
署
単
位
で
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
業
務
上
、
所
属
部
署
で
の
参
加
が
難
し
い
方

は
予
備
日
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

記
 

1
.

日
 
時

総
務
部

令
和
４
年
６
月
１
７
日
（
水
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

営
業
部

令
和
４
年
６
月
１
８
日
（
木
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

研
究
開
発
部
 
令
和
４
年
６
月
１
９
日
（
金
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

※
予
備
日
 
 
令
和
４
年
６
月
２
２
日
（
月
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

令
和
４
年
６
月
２
３
日
（
火
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

2
.

会
 
場

３
０
３
会
議
室
 

3
.

配
付
資
料
 
 
当
日
配
付
い
た
し
ま
す
。
 

4
.

そ
の
他

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
配
付
資
料
内
に
「
質

問
状
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
記
入
後
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

質
問
に
対
す
る
回
答
を
Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
て
ま
と
め
、
後
日
配
付
す
る
予
定
で
す
。
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注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
２
＞
【
解
答

】
 

事
 

務
 

連
 

絡

令
和
４
年
５
月
２
０
日

各
 

位
 

総
務

部
企

画
情

報
課

 

海
山

 
太

郎
 

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
社
内
講
習
会
の
ご
案
内

標
記
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
２
０
日
付
け
事
務
連
絡
「
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
」
に
よ
り

、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
「
新
シ
ス
テ
ム
」
と

す
る
）
を
令
和
４
年
１
０
月
初
旬
よ
り
導
入
す
る
旨
を
既
に
情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
で
の
動
作
環
境
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
移

行
作
業
等
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
社
内
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

社
内
講
習
会
は
部
署
単
位
で
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
業
務
上
、
所
属
部
署
で
の
参
加
が
難
し
い
方

は
予
備
日
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
 

記
 

1
.

日
 
時

総
務
部

令
和
４
年
６
月
１
７
日
（
水
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

営
業

令
和
４
年
６
月
１
８
日
（
木
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

研
究
開
発
部
 
令
和
４
年
６
月
１
９
日
（
金
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

※
予
備
日
 
 
令
和
４
年
６
月
２
２
日
（
月
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

令
和
４
年
６
月
２
３
日
（
火
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
０
０
 

2
.

会
 
場

３
０
３
会
会
議
室
 

3
.

配
付
資
料
 
 
当
日
配
付
い
た
し
ま
す
。
 

4
.

そ
の
他

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
配
付
資
料
内
に
「
質

問
状
」
を
回
封
し
て
い
ま
す
の
で
記
入
後
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

質
問
に
対
す
る
回
答
を
Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
て
ま
と
め
、
後
日
配
付
す
る
予
定
で
す
。
 

ごご
  
部部

  

トトルル
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
３
＞
【
校
正
刷
】

 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和

４
年

３
月

３
１

日
 

各
部

（
室

）
長
 
 
殿
 

総
 

務
 
長
 
部

 
感
染
症
に
係
る
出
勤
停
止
に
つ
い
て

 

社
員
就
業
規
則
（
以
下
、「

就
業
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
０
条
に
規
定
す
る
出
勤
停
止
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
下
記
の
と
り
定
め
た
の
で
、
遺
漏
な
き
よ
う
お
願
い
す
る
。

 

記
 

１
 
措
置
内
容

 
 

 
社

員
が

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
感

染

症
に
罹
患
し
た
場
合

は
、
他
の
社
員
等
へ
の
感
染
の
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、
社
員
就
業
規
則
第
２
０

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
勤
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
手
続
方
法

 
（
１
）
通
知
方
法
等

イ
出
勤
停
止
に
係
る
通
知
書
の
通
知
に
つ
い
て

管
理
者
は
、
感
染
症
に
罹
患
し
た
社
員
が
出
勤
す
る
こ
と
に
よ
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
、
出
勤
停
止
を
命
じ
る
場
合
に
は
、
別
添
様
式
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
当
該
社
員

に
対
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ロ
休
暇
簿
へ
の
記
入
に
つ
い
て

出
勤
停
止
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
上
記
イ
の
通
知
書
と
併
せ
て
、
管
理
者
自
ら
が
「
休

暇
簿
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。
 

※
（
病
名
）
に
は
「
出
勤
停
止
」
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
病
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

ハ
出
勤
停
止
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

医
師
の
診
断
等
に
よ
り
、
出
勤
停
止
を
要
す
る
期
間
等
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、

上
記
イ
の
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
再
通
知
す
る
と
と
も
に
、
上
記
ロ
の
休
暇
簿
を
修
正
す
る

こ
と
。

 
（
２
）
診
断
書
の
添
付

医
師
の
診
断
書
等
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
出
勤
簿

出
勤
簿
に
は
出
勤
停
止
と
表
示
す
る
。

３
 
実
施
時
機
及
び
経
過
措
置

 

 
 
こ
の
取
扱
い
は
、
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
の
出
勤
停
止
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
部

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
３
＞
【
原
稿
】

 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和

４
年

３
月

３
１

日
 

各
部

（
室

）
長
 
 
殿
 

総
 

務
 
部
 
長

 
感
染
症
に
係
る
出
勤
停
止
に
つ
い
て

 

社
員
就
業
規
則
（
以
下
、「

就
業
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
０
条
に
規
定
す
る
出
勤
停
止
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
遺
漏
な
き
よ
う
お
願
い
す
る
。

 

記
 

１
 
措
置
内
容

 
 

 
社

員
が

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
感

染

症
に
罹
患
し
た
場
合

は
、
他
の
社
員
等
へ
の
感
染
の
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、
社
員
就
業
規
則
第
２
０

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
勤
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
手
続
方
法

 
（
１
）
通
知
方
法
等

イ
出
勤
停
止
に
係
る
通
知
書
の
通
知
に
つ
い
て

管
理
者
は
、
感
染
症
に
罹
患
し
た
社
員
が
出
勤
す
る
こ
と
に
よ
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
、
出
勤
停
止
を
命
じ
る
場
合
に
は
、
別
添
様
式
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
当
該
社
員

に
対
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ロ
休
暇
簿
へ
の
記
入
に
つ
い
て

出
勤
停
止
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
上
記
イ
の
通
知
書
と
併
せ
て
、
管
理
者
自
ら
が
「
休

暇
簿
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。
 

※
（
病
名
）
に
は
「
出
勤
停
止
」
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
病
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

ハ
出
勤
停
止
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

医
師
の
診
断
等
に
よ
り
、
出
勤
停
止
を
要
す
る
期
間
等
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、

上
記
イ
の
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
再
通
知
す
る
と
と
も
に
、
上
記
ロ
の
休
暇
簿
を
修
正
す
る

こ
と
。

 
（
２
）
診
断
書
の
添
付

医
師
の
診
断
書
等
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
出
勤
簿

出
勤
簿
に
は
出
勤
停
止
と
表
示
す
る
。

３
 
実
施
時
期
及
び
経
過
措
置

 

 
 
こ
の
取
扱
い
は
、
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
の
出
勤
停
止
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
部
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注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 
 

＜
体

験
ワ

ー
ク
３
＞
【
解
答

】
 

事
 
 

務
 
 
連
 
 
絡
 

令
和

４
年

３
月

３
１

日
 

各
部

（
室

）
長
 
 
殿
 

総
 
務
 
長
 
部

 
感
染
症
に
係
る
出
勤
停
止
に
つ
い
て

 

社
員
就
業
規
則
（
以
下
、「

就
業
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
０
条
に
規
定
す
る
出
勤
停
止
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
下
記
の
と
り
定
め
た
の
で
、
遺
漏
な
き
よ
う
お
願
い
す
る
。

 

記
 

１
 
措
置
内
容

 
 

 
社

員
が

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
感

染

症
に
罹
患
し
た
場
合

は
、
他
の
社
員
等
へ
の
感
染
の
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、
社
員
就
業
規
則
第
２
０

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
勤
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
手
続
方
法

 
（
１
）
通
知
方
法
等

イ
出
勤
停
止
に
係
る
通
知
書
の
通
知
に
つ
い
て

管
理
者
は
、
感
染
症
に
罹
患
し
た
社
員
が
出
勤
す
る
こ
と
に
よ
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
、
出
勤
停
止
を
命
じ
る
場
合
に
は
、
別
添
様
式
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
当
該
社
員

に
対
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ロ
休
暇
簿
へ
の
記
入
に
つ
い
て

出
勤
停
止
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
上
記
イ
の
通
知
書
と
併
せ
て
、
管
理
者
自
ら
が
「
休

暇
簿
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。
 

※
（
病
名
）
に
は
「
出
勤
停
止
」
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
病
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

ハ
出
勤
停
止
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

医
師
の
診
断
等
に
よ
り
、
出
勤
停
止
を
要
す
る
期
間
等
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

上
記
イ
の
「
出
勤
停
止
通
知
書
」
を
再
通
知
す
る
と
と
も
に
、
上
記
ロ
の
休
暇
簿
を
修
正
す
る

こ
と
。

 
（
２
）
診
断
書
の
添
付

医
師
の
診
断
書
等
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
出
勤
簿

出
勤
簿
に
は
出
勤
停
止
と
表
示
す
る
。

３
 
実
施
時
機
及
び
経
過
措
置

 

 
 
こ
の
取
扱
い
は
、
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
の
出
勤
停
止
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
部

おお
  

トトルル

時時
期期
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注注
意意

障障
害害

にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ

キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 

＜
体

験
ワ

ー
ク
４
＞
【
校
正
刷
】

 

事
 

 
務

 
 

連
 

 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ６

日
 

各
位
 

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
給
与
支
給
明
細
書
の
電
子
交
付
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
 

令
和
４
年
４
月
分
の
給
与
計
算
業
務
か
ら
新
た
に
開
発
し
た
給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
用
を
開
始

し
、
併
せ
て
給
与
支
給
明
細
書
等
の
電
子
交
付
を
４
月
の
給
与
支
給
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
 

電
子
交
付
の
開
始
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
作
業
及
び
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
作
業
の
実
施
等
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
た
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

記
 

１
 
作
業
内
容

 
（
１
）
給
与
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
確
認

別
紙
１
「
給
与
シ
ス
テ
ム
接
続
手
順
」
に
従
い
、
給
与
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
イ
ン
画
面
へ
の
接
続
を

確
認
す
る
こ
と
。

 
（
２
）
給
与
シ
ス
テ
ム
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
し
、
ロ
グ
イ
ン
と
併
せ
て
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
を

行
う
こ
と
。（

※
）

 
※
初
回
ロ
グ
イ
ン
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
が
促
さ
れ
る
の
で
、
初
期
パ
ス
ク
ー
ド
を
変
更
す
る
こ

と
。

２
 
作
業
実
施
期
間

 
令
和
４
年
４
月
１
５
日
（
火
）
ま
で
に
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

３
 
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て

 
 
 
別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

４
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
及
び
不
具
合
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
 

 
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
上
の
不
明
点
等
に
い
つ
て
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

（
内
線
５
１
２
３
４
）

 

注注
意意
障障

害害
にに
対対

すす
るる

学学
習習

カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  

グ
ル

ー
プ

ワ
ー
ク
第
４
回

 

＜
体

験
ワ
ー
ク
４
＞
【
校
正
刷
】

 

事
 

 
務

 
 

連
 

 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ６

日
 

各
位
 

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
給
与
支
給
明
細
書
の
電
子
交
付
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
 

令
和
４
年
４
月
分
の
給
与
計
算
業
務
か
ら
新
た
に
開
発
し
た
給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
用
を
開
始

し
、
併
せ
て
給
与
支
給
明
細
書
等
の
電
子
交
付
を
４
月
の
給
与
支
給
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
 

電
子
交
付
の
開
始
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
作
業
及
び
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
作
業
の
実
施
等
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
た
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

記
 

１
 
作
業
内
容

 
（
１
）
給
与
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
確
認

別
紙
１
「
給
与
シ
ス
テ
ム
接
続
手
順
」
に
従
い
、
給
与
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
イ
ン
画
面
へ
の
接
続
を

確
認
す
る
こ
と
。

 
（
２
）
給
与
シ
ス
テ
ム
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
し
、
ロ
グ
イ
ン
と
併
せ
て
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
を

行
う
こ
と
。（

※
）

 
※
初
回
ロ
グ
イ
ン
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
が
促
さ
れ
る
の
で
、
初
期
パ
ス
ク
ー
ド
を
変
更
す
る
こ

と
。

２
 
作
業
実
施
期
間

 
令
和
４
年
４
月
１
５
日
（
火
）
ま
で
に
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

３
 
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て

 
 
 
別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

４
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
及
び
不
具
合
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
 

 
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
上
の
不
明
点
等
に
い
つ
て
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

（
内
線
５
１
２
３
４
）
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注注
意意
障障
害害
にに
対対
すす
るる
学学
習習
カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
第
４
回
 

＜
体
験
ワ
ー
ク
４
＞
【
解
答
】
 

事
 

 
務

 
 

連
 

 
絡
 

令
和
４
年

 ４
月
 ６

日
 

各
位
 

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
給
与
支
給
明
細
書
の
電
子
交
付
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
 

令
和
４
年
４
月
分
の
給
与
計
算
業
務
か
ら
新
た
に
開
発
し
た
給
与
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
用
を
開
始

し
、
併
せ
て
給
与
支
給
明
細
書
等
の
電
子
交
付
を
４
月
の
給
与
支
給
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
 

電
子
交
付
の
開
始
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
作
業
及
び
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
作
業
の
実
施
等
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
た
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

記
 

１
 
作
業
内
容

 
（
１
）
給
与
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
確
認

別
紙
１
「
給
与
シ
ス
テ
ム
接
続
手
順
」
に
従
い
、
給
与
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
イ
ン
画
面
へ
の
接
続
を

確
認
す
る
こ
と
。

 
（
２
）
給
与
シ
ス
テ
ム
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
し
、
ロ
グ
イ
ン
と
併
せ
て
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
を

行
う
こ
と
。（

※
）

 
※
初
回
ロ
グ
イ
ン
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
が
促
さ
れ
る
の
で
、
初
期
パ
ス
ク
ー
ド
を
変
更
す
る
こ

と
。

２
 
作
業
実
施
期
間

 
令
和
４
年
４
月
１
５
日
（
火
）
ま
で
に
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

３
 
給
与
支
給
明
細
書
等
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て

 
 
 
別
紙
２
「
給
与
シ
ス
テ
ム
操
作
手
順
」
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

４
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
及
び
不
具
合
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
 

 
 
給
与
シ
ス
テ
ム
の
操
作
上
の
不
明
点
等
に
い
つ
て
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

○
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
人
事
課
給
与
係
 

（
内
線
５
１
２
３
４
）

 ワワ
  

等等
  

だだ
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【注意障害に対する学習カリキュラム】
グループワーク第４回

資料№25

□ 目の前に必要な物だけ準備する。視界にはいる余分な刺激を減らす。

□ 環境刺激を減らす(戸を閉める、人を減らす、テレビやラジオを消すなど）。

□ 周囲の動きや物音に注意がそれないよう、作業台を壁側に向けたり、パーテーションを使い視界を遮る。

□
必要以上の情報が入らないよう、耳栓や周囲の騒音をカットするノイズキャンセリングヘッドフォンの利用をす
すめる。

□ 部屋が広すぎたり物が多過ぎたりしないよう、対象者の席を調整する。

□ 対象者のいる部屋を適切な明るさに調整する。

□
脳や神経の疲労は、注意の集中・持続に多大な影響を与える。不注意やミスがみられるときは、休憩のマネ
ジメントが必要だと理解する。

□ 疲労によって注意力が大きく低下する場合は、必要な休憩の頻度、長さ、タイミングについて検討する。

□ 小まめな小休憩を設ける。タイマーを活用するよう助言する。

□ 休憩時刻を意識するためのメモを机に置くよう助言する。

□
特に集中力を要する作業は疲れの少ない午前中の時間帯に行うなど作業スケジュールの組み方を工夫す
る。

□ 昼休みを一人で過ごす、また、刺激の少ない場所で過ごせるようにする。

□ 作業工程を細かく分割し、並行処理を避ける。

□ 見直しを作業工程の一つに組み込む。

□ 作業時間を十分に確保する(期限に余裕を持たせて指示する）。

□ 手順のミスがある場合は、箇条書きの手順書を準備し、進んだところに目印としてマグネットやふせんを置く。

□ 作業上の注意事項を目立つ場所に掲示する。

□ 難易度が高いことが理由で集中力を保ちにくい場合は、難易度の面で職務内容を再検討する。

□ ひとりずつ指示をする。

□ 指示内容は、一つずつ区切ってゆっくりと伝える。

□
指示を伝達する時は、対象者の名前を呼び、作業中であれば一旦手を止めるように求め、伝達の内容に注
意を向けられるようにする。

□ 対象者がこちらを見ているか確認したうえで伝える。

□ 指示内容を対象者にメモするよう求める。

□ 話題についてこられているかどうか、頻繁に確認する。

□
話にまとまりがなくなってきたら、話を止めて、本題に戻す。(ホワイトボードなどを使い、論点を整理しながら話
す）

□ 丁寧に確認しすぎることで作業時間に影響が出る場合は、確認の方法や回数を決める。

関わり方

物理的環境
の整備

疲労の
マネジメント

作業設定

対対処処策策リリスストト225555（（注注意意））

環環境境調調整整のの工工夫夫
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自己観察日誌 
  １１．．注注意意のの特特性性ににつついいてて振振りり返返りりままししょょうう。。  

グループワークで学んだ『『注意の４つの機能』』や『外的・内的環境』を参考にして、作業面や生活面における自分の注意の特徴について気がついたことを記入しましょう。 

／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） 

⚫ 気がついた注意の特徴

□持続（つづけられる力）
□選択（見つけられる力）
□配分（同時に注意を向ける力）
□転換（切りかえる力）

⚫ 課題だと感じた場面、内容

⚫ 気がついた注意の特徴

□持続（つづけられる力）
□選択（見つけられる力）
□配分（同時に注意を向ける力）
□転換（切りかえる力）

⚫ 課題だと感じた場面、内容

⚫ 気がついた注意の特徴

□持続（つづけられる力）
□選択（見つけられる力）
□配分（同時に注意を向ける力）
□転換（切りかえる力）

⚫ 課題だと感じた場面、内容

⚫ 気がついた注意の特徴

□持続（つづけられる力）
□選択（見つけられる力）
□配分（同時に注意を向ける力）
□転換（切りかえる力）

⚫ 課題だと感じた場面、内容

⚫ 気がついた注意の特徴

□持続（つづけられる力）
□選択（見つけられる力）
□配分（同時に注意を向ける力）
□転換（切りかえる力）

⚫ 課題だと感じた場面、内容

⚫ 課題の要因

□ 外的環境（視覚、聴覚、温度）
□ 内的環境（感情、体調、興味）

⚫ 要因だと感じた場面、内容

⚫ 課題の要因

□ 外的環境（視覚、聴覚、温度）
□ 内的環境（感情、体調、興味）

⚫ 要因だと感じた場面、内容

⚫ 課題の要因

□ 外的環境（視覚、聴覚、温度）
□ 内的環境（感情、体調、興味）

⚫ 要因だと感じた場面、内容

⚫ 課題の要因

□ 外的環境（視覚、聴覚、温度）
□ 内的環境（感情、体調、興味）

⚫ 要因だと感じた場面、内容

⚫ 課題の要因

□ 外的環境（視覚、聴覚、温度）
□ 内的環境（感情、体調、興味）

⚫ 要因だと感じた場面、内容

⚫ 対処した事、対処したい事 ⚫ 対処した事、対処したい事 ⚫ 対処した事、対処したい事 ⚫ 対処した事、対処したい事 ⚫ 対処した事、対処したい事

氏名

⇒裏面へつづく

２２．．今今日日のの取取りり組組みみ状状況況をを振振りり返返りりままししょょうう。。  

＜今週の目標＞ 

／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） ／  （  ） 

⚫ 今日の自己評価

良い  普通  悪い 

├──┼──┼──┼──┤ 

⚫ 内容

良かった点 

より良くしたい点 

⚫ 今日の自己評価

良い  普通  悪い 

├──┼──┼──┼──┤ 

⚫ 内容

良かった点 

より良くしたい点 

⚫ 今日の自己評価

良い  普通   悪い 

├──┼──┼──┼──┤ 

⚫ 内容

良かった点 

より良くしたい点 

⚫ 今日の自己評価

良い  普通  悪い 

├──┼──┼──┼──┤ 

⚫ 内容

良かった点 

より良くしたい点 

⚫ 今日の自己評価

良い 普通   悪い 

├──┼──┼──┼──┤ 

⚫ 内容

良かった点 

より良くしたい点 

⚫ 明日の行動目標 ⚫ 明日の行動目標 ⚫ 明日の行動目標 ⚫ 明日の行動目標 ⚫ 明日の行動目標

資料No.26

121



資料No.27

8

外的環境

人の体外の環境

内的環境

人の体内の環境

これまでの復習

注意を妨げる要素

・注意を妨げる要素には、「外的環境」と「内的環境」があります。

7

これまでの復習

続けられる力

• 注意がそれずに目的を持った行動
を行うこと。

見つけられる力

• いろいろな刺激の中から、他の刺
激に振りまわされないで１つの刺
激を選択できること。

同時に注意を向ける力

• １度に２つ以上の刺激に対して同
時に注意を向けて行動すること。

切りかえる力

• １つの行動から別の行動へ注意が
変換できること。

注意の４つの機能

これまでの復習

6

・注意には、次の４つの機能があると言われています。

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

注意の４つの機能本日の内容

１.これまでの復習

２.自分の注意の特徴についてまとめ、発表する

5

はじめに

自己観察日誌の報告

１.自分の注意の特徴について、どのようなこと
に気づきましたか？

２.注意の課題はありましたか？

３.課題の要因と対処したこと、対処したいこと
はありますか？

4

はじめに

前回の内容

１.対処手段の体験 【体験ワーク】

２.まとめ

3

はじめに

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• プチトレーニングを忘れないように工夫する

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

注意障害
グループワーク

第５回

❷

❹

❻

❽

❶

❸

❺

❼
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グループワークは以上になります。

ご参加いただき、

ありがとうございました!

15

＜最後に＞

１．自己観察日誌でモニタリングしながら、自分の注意の特徴、

自己対処の方法、職場に配慮を求めることを整理しましょう。

そのうえで、就職や職場復帰に向けて作成するプレゼンテー

ション資料に活用しましょう。

２．実際の生活の中で、引き続き対処手段を実践しましょう。

まとめ

グループワークの目的

14

自分の注意の特徴を知り、説明でき

るようになる。

自己対処の方法

職場に配慮を求めること

について整理する

まとめ

１．それぞれ、作成したシートを発表しましょう。

２．発表者以外の方は、発表者の方にコメントや聞きたい
ことがあればお願いします。

13

意見交換

12

＜自分の注意の特徴についてまとめる＞

・これまでグループワークで作成したシート、自己観察日誌な
どを見直し、あらためて自分の注意の特徴を人に説明でき
るように別紙の「注意の特徴まとめシート」に整理してみま
しょう。

・これまでのシートなどの内容をそのまま転記しても構いま
せんし、新しく気がついたことがあれば、「その他」の項目に
書き加えても構いません。

立ち上がってストレッチ!

10

対処手段について

・対処手段には、２つの考え方があります。

自己対処の工夫

• 機能を補うための道具の使用などの、自分で取り組める

工夫

環境調整の工夫

• 注意を喚起しやすくするための環境の調整や、周囲に配

慮を求めること

これまでの復習

9

これまでの復習

視覚的
刺激

聴覚的
刺激

温度

感情

体調

興味

例えば… 例えば…

●外的環境 ●内的環境

注意を妨げる要素

❿

⓬

⓮

⓰

❾

⓫

⓭

⓯
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得
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こ
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8

こんなことに困っていませんか？

・誤字・脱字や計算ミスに気づけない。

・家事や趣味を始めても、すぐに疲れたり、

あきたりして やめてしまう。

・物事に熱中して他のことに気がつかない。

・日用品をどこかに置き忘れてしまう。

・しようと思っていたことを忘れてしまう。

これらは「注意の機能」に関するものです（注意の障害） 。

講義 注意の機能について

注意の機能について

講義

本日の内容

１.注意の機能について

２.続けられる力 と

【体験ワーク】

３.まとめ

6

はじめに

【講義】

続けられる力 見つけられる力

グループワークの目的

5

自分の注意の特徴を知り、説明でき

るようになる。

自己対処の方法

職場に配慮を求めること

について整理する

講義 注意の機能とは

グループワークの構成

4

・90分の全４回です。
第１回と第２回は続いている内容です。

・「講義」で学んだ内容について、「体験ワーク」や
「意見交換」を通して理解を深めていきます。

・学んだ内容を身につけられるよう、日々の「プ
チトレーニング」を通して練習をしていきます。

はじめに

自己紹介

アンケート用紙を記入し、自己紹介を行ってみましょう。

• 私は・・・
Ø 私の名前は幕張太郎です。

• 私の注意力の強みは・・・
Ø 私の注意力の強みは、探しものが得意なことです。

3

はじめに

グループワーク参加にあたって

2

• 積極的、自主的に参加する

• 他の人の発言は最後まで聞く

• 人の良いところをほめる

• メモを取る習慣をつける

• 資料を繰り返し熟読する

• 学んだことを日常生活で繰り返し実践する

はじめに

注意
グループワーク

（地域センター実施版）

第１回

❷

❹

❻

❽

❶

❸

❺

❼
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と
注意の持続と注意の選択

体験ワーク

続けられる力 見つけられる力

２．見つけられる力（選択）

15

講義 注意の機能について

●いろいろな刺激の中から、他の刺激に振りまわされないで
１つの刺激を選択できること。

・主に目で見るものと、耳で聞くものがある。

例えば…

＜目で見る＞

・スーパーの棚から、買いたい商品を探すとき

・誤字、脱字や計算ミスを見つけるとき

＜耳で聞く＞

・混んでいるレストランで人の話を聞くとき

・オフィスで上司の声を聞き分けるとき

１．続けられる力（持続）

14

●注意がそれずに目的を持った行動を行うこと。

・主に目で見るものと、耳で聞くものがある。

例えば…

＜目で見る＞

・本や新聞を読むとき

＜耳で聞く＞

・ラジオを聞くとき

＜両方＞

・映画やテレビを見るとき

・会議でプレゼン発表を聞くとき

講義 注意の機能について講義 注意の機能について

13

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

注意には、４つの機能があると言われています。

今回は「続けられる力」と に

ついて説明します。

続けられる力 見つけられる力

立ち上がってストレッチ!

例）風邪で体調がすぐれないとき（身体の状態）

心配事で頭がいっぱいのとき（心の状態）

騒音がしているとき（周囲の状況）

↓

集中力の欠如

※ 注意の機能を十分発揮させるには

心身の安定と環境を整えておくことが重要。

11

「注意の障害」の特徴

参考：日本高次脳機能障害学会教育・研修委員会編 「注意と意欲の神経機構」

③ 心身の状態や周囲の状況と直結している

講義 注意の機能について

例）ボールペンの置き忘れ

対処

・胸ポケットに入れるようにする。

・落としても気づいてもらえるように名前シールを貼る。

・「忘れていたら声をかけてください。」と

周囲にお願いする。

※ 注意そのものを改善する介入ではなく

注意の障害に対処する手段を考える。

10

「注意の障害」の特徴

② 対処（工夫）していれば生じない

講義 注意の機能について

参考：日本高次脳機能障害学会教育・研修委員会編 「注意と意欲の神経機構」

例）ボールペンの置き忘れ

他人に呼ばれて注意がそれて「ボールペンをここに置

くぞ」と注意を払わずにその場に置く。その瞬間には

注意がそれていたとは気づかない。

↓

ボールペンが無いことに気づいて、初めて置いたとき

の不注意を自覚する。

※ 対処として「ここに置く」と十分注意する、ボールペ

ンを置く場所を決めるという行動が習慣化すれば置き

忘れは生じない
9

「注意の障害」の特徴

① コトが起こったときにはじめて自覚できる

講義 注意の機能について

参考：日本高次脳機能障害学会教育・研修委員会編 「注意と意欲の神経機構」

❿

⓬

⓮

⓰

❾

⓫

⓭

⓯
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休憩

23

●問題

１．○○○○読書会 ○○○○に入る言葉は何でしょう？

２．記事の中に出てきた犬の犬種は何ですか？

３．この取り組みのもととなった活動は何ですか？

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

２．見つけられる力（選択）

22

＜ワーク３＞ 耳で聞く「見つけられる力」の体験

・今から、２人のスタッフで別々のニュース記事を同時に読

み上げます。

私の読み上げたニュース記事の内容について、質問に答え

てもらいますので、よく聞いてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

21

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

ええせせははわわかかつつりりららひひいいままととろろせせわわおおああももたたここななぬぬほほろろららううみみききややヘヘ

みみんんささららよよははくくちちおおむむああるるひひすすててええふふぬぬせせかかおおままへへめめふふりりけけせせれれむむ

ちちををたたりりそそららみみここええししははああかかほほてておおままききううろろととわわののいいむむふふににちちららんん

ううよよわわははろろかかささききああたたりりけけいいひひせせここふふははむむぬぬたたおおそそりりええけけみみららすすうう

ちちととおおっっここいいりりへへええななけけめめよよははははととりりわわささよよんんわわううせせろろそそええききああみみ

ぬぬたたそそほほおおままししせせいいははかかふふととわわりりささええききひひああむむららももここみみききろろすすははきき

けけててむむええむむああににららおおかかすすけけわわろろみみちちななええぬぬききふふいいななへへににららししふふりりいい

ああししすすははつつふふかかりりちちええよよららふふりりぬぬききんんののららままろろむむせせよよいいつつむむそそささたた

ははろろここよよろろううああみみすすむむののままおおけけええるるせせめめははわわふふささんんちちききたたななろろししをを

りりむむおおそそささほほららけけいいぬぬおおははほほりりわわああままかかななむむちちひひょょええららああににみみすすうう

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」

＜ワーク２＞ 目で見る「続けられる力」の体験

20

＜ワーク２＞ 目で見る「続けられる力」の体験

・次の問題の、「ら」の文字に〇をつけていってください。

・１行目の左の端から始めて右方向に進んでください。右端

までいったら、また次の行の左端に戻って、同じように右方

向に進んでください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力



●問題

１．海鮮漬け丼はどこの名物ですか？

２．添えられたサラダは何サラダですか？

３．値段は税込みで、何円から何円になりましたか？

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

１．続けられる力（持続）

18

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

＜ワーク１＞ 耳で聞く「続けられる力」の体験

・今から、新聞記事を読み上げます。その内容について、

質問に答えてもらいますので、よく聞いてください。

体験ワークについて

17

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

・これから、いくつかのワークに取り組んでいただきます。

・ワークは全て、「続けられる力」や「見つけられる力」など
の注意機能がそれぞれどのようなものか体験し、理解す
るためのものであり、テストではありません。

⓲

⓴

�

�

⓱

⓳

�

�

127



資料No.29

次回の内容

第２回 〇月 〇日( ) 〇時〇分～

31

１.注意の４つの機能 【講義】

２. と

【ワーク】

３.まとめ

同時に注意を向ける力 切りかえる力

まとめ

30

・これから第２回までの間、１回10分程度の課題に取り組
み、その記録をつけていただきます。

内容は「見つけられる力」に関するものです。

・プチトレーニングへの取り組みをもとに、「自己チェッ
ク表（裏面）」を次回のグループワークまでに記入してき
てください。

プチトレーニング

まとめ

29

・注意には４つの機能があると言われています。

１．続けられる力

●注意がそれずに目的を持った行動を行うこと。

２．見つけられる力

●いろいろな刺激の中から、他の刺激に振りまわされないで１つの刺激

を選択できること。

続けられる力
（持続）

見つけられる力
（選択）

同時に注意を向ける力
（分配）

切りかえる力
（転換）

注意

まとめ１．自分の注意の特徴について、別紙の「自己チェック表」
のおもて面に記入してみましょう。

２．自分の注意の特徴について、気が付いたことはありまし
たか？

（得意な課題や苦手な課題、その他気がついたことなどを
話し合いましょう）

27

意見交換

26

＜ワーク５＞ 目で見る「見つけられる力」の体験

上下の文章を読み見比べて、

下の文章の間違っている箇所に〇をつけてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

25

＜体験ワーク４＞ 目で見る「見つけられる力」の体験

・左のイラストと右のイラストを見比べて、違いを５つ見つけてください。

体験ワーク 続けられる力と見つけられる力

出典：中島恵子 著「家庭でできる脳のリハビリ「注意障害」編」
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